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進学相談会
開催場所や日程は大学HPをチェック！
進学相談会では相談コーナーのほか、さまざまな資料の
配布を行います。また、美術系大学のみの相談会場で
は入試参考作品の展示も行います。保護者の方もぜひ
ご来場ください。

オープンキャンパスに参加しよう！
2025年7月26日（土）・27日（日）

合格者である在学生や教員と話ができる「相談コーナー」や、入試の対策講座、
入試参考作品の展示など入試の準備としても、とても役立つイベントです。この機
会をお見逃しなく！

@tuadと友だちになろう！

LINEアプリの友だちタブを開き、画面右上にある友だち
追加ボタン＞［ID検索］をタップして、登録してください。

※実施内容は変更になる
　場合がありますので、
　必ず右のQRコードから
　大学HPをご覧ください。

オープンキャンパスなどのイベント最新情報をはじめ、
高校生・受験生の皆さんに役立つさまざまな情報を
いち早くお届け！

06  2026年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）
08  2025年度入学試験結果データ
17  総合型選抜入学試験［専願体験型］
27  実技

  28 小論文

  38 デッサン

  48 水彩画

  57 油彩画

67  教科科目
  68 英語

  77 国語

  96 数学

100  教科科目解答
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入学者の受け入れ方針 （アドミッションポリシー）

東北芸術工科大学は、「藝術立国」という理念のもと、“ 人と自然を思いやる想像力と、社会を変革す
る創造力を身につけ、自らの意思で未来を切り開くことができる人材の育成 ”を教育目標としていま
す。芸術学部及びデザイン工学部の入学者選抜では、それぞれの専門領域に即して多面的・総合的
に評価するために、次の観点から入学希望者を募集します。

①芸術やデザインに興味と熱意を持つ人
②高等学校までの学習および経験により培われた基本的な知識を持ち、主体的に学修できる人
③社会に興味を持ち、仲間とともに切磋琢磨して成長できる人

芸術学部

芸術は、美を求める純粋な心と知に基づくものであり、人々に夢や希望を与え、新たな価値を生み出
す力があります。多様性を学び取る柔軟な姿勢と、自らの創造力や感性を粘り強く磨き続ける意志を
身につけ、芸術の力を社会の真の豊かさに向けて活かそうとする入学希望者を求めます。

■歴史遺産学科（文化財保存修復コース／歴史遺産コース）
歴史遺産学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・文化財や歴史遺産の価値を理解し、後世に守り伝えていくことへの意欲がある人
・探究心を持ちながら、知識や技術の習得に積極的に取り組むことができる人
・人と協力することの大切さを理解し、協働する姿勢を身につけていきたい人

■美術科 日本画コース
日本画コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・写生を通して画力と表現力を積み重ね、今日の日本画を探求し続けることのできる人
・日本画と美術について興味と意欲を持ち続けながら、社会と関わることのできる人
・知識と経験を深め、将来、美術を通して広く国内外で活躍したいと考える人

■美術科 洋画コース
洋画コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・絵画制作を通して、自己表現に意欲的に取り組める人
・社会問題に興味・関心を持ち、洋画の学修を通じて他者と協働し、社会の課題に取り組める人
・変化を楽しみ、柔軟性を持ち、多様なメディアを通して常に自身を磨き続けられる人

■美術科 グラフィックアーツコース
グラフィックアーツコースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・プリントやグラフィックに興味を持ち、熱意を持ってもの作りと向き合える人
・版画の学びを通して、多くの人に発信・共有し、表現力を社会に活かしたい人
・制作活動のなかで多様性を受け入れ、他者と協働しながら取り組める人
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■美術科 彫刻・キャラクター造形コース
彫刻・キャラクター造形コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・ものを作ることが好きで、自己表現に向けて粘り強く努力できる人
・自然や素材、ものの成り立ちに関心があり、造形を通して探求したい人
・他者とのコミュニケーションや協働を通じて、造形に対する新たな考えや表現を吸収したい人

■美術科 総合美術コース
総合美術コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・ 制作プロセスを含めて、美術を広く社会で応用することやそれを教えることに興味があり、その知
識を深めたい人
・美術を活用したコミュニケーションスキルを身につけ、より多くの人たちと美術を楽しみたいと考える人
・ものづくりを通して美術が人間の心身や社会に与える力に関心のある人

■工芸デザイン学科
工芸デザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・生活に寄り添うモノやコトに興味があり、それを探求し続ける熱意のある人
・素材や、技術を生かした製品、作品の制作に興味・関心のある人
・モノの機能や成り立ちについて知識を深めたい人

■文芸学科
文芸学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・物語を考え、自ら生み出す努力を続けられる人
・マンガ、ライトノベル、アニメ、ゲームなど、メディアを問わず多様な物語の形態に興味・関心を持つ人
・雑誌・単行本を含んだ多様なモノを制作することに興味・関心がある人
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デザイン工学部

デザインとは、見た目を装飾するだけではなく、今や「デザイン思考」として、人間社会の改善や進化
に必要不可欠な技術となっています。 自己表現や趣味にとどまらず、広く社会をイメージし、何のた
めにデザインを活用するべきなのか、モノやコトに対するデザインを学び、社会に積極参加しようとす
る入学希望者を求めます。

■プロダクトデザイン学科
プロダクトデザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・製品をデザインし、その内容を他者に伝えるための技術を向上させる努力を継続できる人
・社会が抱える課題とそれらに関わる製品に対して興味・関心のある人
・製品のデザインにおいて、他者の意見を傾聴でき、協働することができる人

■建築・環境デザイン学科
建築・環境デザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・ 建築、インテリア、リノベーション、まちづくり、ランドスケープ、環境問題などに課題意識を持ち、自
ら学ぶ意思がある人
・ものづくりや調査・探究に取り組んだ経験を空間デザインや地域の課題解決に活かす意欲がある人
・社会や自然に対する感性と観察力を持ち、課題発見ができ、論理的に思考しながら解決に向けて
他者と協力できる人

■グラフィックデザイン学科（グラフィックデザインコース／イラストレーションコース）
グラフィックデザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・情報の視覚伝達に興味と熱意を持ち、人との関わりに積極的で、社会に目を向けられる人
・常に好奇心を持ち、既成概念にとらわれず制作活動に向き合うことができる人
・グラフィックデザインを学ぶことに意欲的であり、主体的に努力を続けることができる人

■映像学科（キャラクターゲームコース／ CG・アニメーションコース／映像クリエイションコース）
映像学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・映像表現の多様性とその技術の進化に興味があり、それらを習得する努力ができる人
・社会や地域の魅力と課題に関心があり、それらを映像で表現、発信していく意欲のある人
・自身の役割を理解し、グループで映像制作や研究を行うことができる人

■企画構想学科（企画構想コース／地域デザインコース／食文化デザインコース）
企画構想学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・社会や地域の課題を発見し、それに対する解決策を創造的かつ実践的に提案する意欲を持つ人
・他者と協働し、多様な視点を取り入れながらプロジェクトを推進する意欲がある人
・自主性を持ち、論理的かつ柔軟な思考で新しい価値を創造することに挑戦したい人

5



2026年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）

※1 総合型選抜入試［専願体験型］は２学科（同一学科内なら3コース）まで出願可能です。なお２学科まで出願した場合、出願した学科・コースそれぞれで試験が必要なため2日間を要します。
　  詳細は「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」をご覧ください。　
※2 受験者数が少ない場合は、別の試験方法となる場合があります。詳細は「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」をご覧ください。

総合型選抜入試［専願体験型］ 総合型選抜入試［併願型］

出願登録期間 2025年 9月 1日（月）～ 9日（火）

募 
集 
人
員

2025年 11月 10日（月）
～ 21日（金）

募 
集 
人 
員

試験日 10月 11日（土）・10月 12日（日）・10月 13日（祝月）※ 1

※学科・コースにより実施日が異なります。
12月 14日（日）

合格発表 11月 4日（火） 12月 24日（水）

入学手続締切 〈第一次〉
※入学金納付期限

11月 18日（火） 2026年 1月 7日（水）

入学手続締切 〈第二次〉
※授業料等納付期限

12月 12日（金） 2026年 2月 13日（金）
※申請により 3/25まで延納が可能

試験会場 山形 山形／東京

美術科
日本画コース

①体験授業（日本画の写生体験）（300分程度）
　決められたエリア内（学校内）で各自水彩にて風景画を制作する。
②面接　1グループ 2～ 3人で行う

全
体
の
50
％
程
度

面接・書類審査※ 3

＋
次から 1科目：
「水彩画」
「油彩画」
「デッサン」

全
体
の
30
％
程
度

美術科
洋画コース

①体験授業（静物油彩）（300分程度）
　油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、その後グループごとにモチーフを組み、油彩制作を行う。
②面接　1グループ 2～ 3人で行う

美術科
グラフィックアーツコース

①体験授業（イラストレーション or自画像デッサン）（240分程度）
　当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを選択。事前レクチャーを行った後、制作を行う。
　 体験授業終了後、作品のコンセプトや制作を振り返って気付いたことや考えたことを 400字程度のミニレポートにま
とめ、提出する。
②面接　個別面接

面接・書類審査※ 3

＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」
「国語」
「数学」
「英語」

美術科
彫刻・キャラクター造形コース

①体験授業（彫刻制作の体験）（お昼休憩を除いて 360分程度）
　 大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由な発想で粘土を使って立体作品を制作する。最
後の振り返りでは、制作物の意図や感想を発表する。

②面接　個別面接

美術科
総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験）（185分程度）
　 前半は、モダンテクニックなどの技法や造形素材を使ったアート技法を体験し、気づきや活動のねらいなどをまとめ
た後、この技法を活用したワークショップイベントを考えて各自ワークシートに記入する。
　後半は自身が考案したイベントをわかりやすく発表する。
②面接　個別面接

工芸デザイン学科

①体験授業（立体制作　120分程度、平面制作 150分程度（発表 30分を含む））
　 立体制作では紙造形を基本とし、課題についての考え方、作り方など工程ごとに学び、与えられた条件に沿って制
作する。

　 平面制作では配色に関する前提講義を経て、与えられた条件に沿って各自テーマを設定し、複数の色を使用した配
色を用いたデザインを行う。デザイン完成後は一人ずつテーマと工夫した点を発表する。

②面接　個別面接

文芸学科
①体験授業 ※ 2

　・教員による説明を経て、グループ単位で昔話のリライト（書き換え）を行いその内容を発表する。
　・創作体験終了後、グループワークについて 600字程度の作文を執筆する。
②面接　個別面接

歴史遺産学科
文化財保存修復コース

①体験授業（講義 30分程度、レポート作成 60分程度）
　文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する。
②面接　個別面接

歴史遺産学科
歴史遺産コース

①体験授業（講義 30 分程度、レポート作成 60分程度）
　歴史遺産に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する。
②面接　個別面接

プロダクト
デザイン学科

①体験授業（120分程度） ※ 2

　 身のまわりにある文房具や生活用品などのプロダクトについて、その形状や機能を観察し、優れている点とその理由
を考察したうえで、改善すべき点を見出して提案シートにまとめる。まとめた提案を発表し、意見を交換しながらより
良いデザインについて話し合う。

②面接　個別面接

建築・環境
デザイン学科

①体験授業（合計 100分程度）
　 建築やインテリア、街、自然や環境問題に関するミニ講義を 2回行い、それぞれ講義の要点や自身の意見をミニレポー
トにまとめる。
②面接　個別面接

グラフィックデザイン学科
グラフィックデザインコース
イラストレーションコース

①体験授業（110分程度）
　デザインに関する模擬授業を受講した後、その授業の内容について発表する。
②面接　個別面接

映像学科
キャラクター・ゲームコース
CG・アニメーションコース
映像クリエイションコース

①体験授業 （合計 110分）
　身近なものを世界に情報発信するためのアイデアを考え、企画書（アイデアシート）としてまとめる。
　・グループワーク（前半 30分）
　　他の受験生とテーマについて話し合い、他者の視点を参考にしながら、自身の発想を広げる。
　・個人ワーク（後半 80分）
　　テーマに基づき、ビジュアルと文章 [450文字 ]を用いて企画書（アイデアシート）を作成する。
②面接　企画書（アイデアシート）のプレゼン・個別面接

企画構想学科
企画構想コース
地域デザインコース
食文化デザインコース

①体験授業（130分程度） ※ 2

　・ミニ講義（20分程度）
　　課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する。
　・課題解決型ワークショップ（70分程度）
　　 講義で提示された対象地域の社会課題を解決し、地域デザインに寄与する社会を実現するモノやコトを、 

グループで話し合い、発表する。
　・振り返りシートの記入（40分程度）
　　ミニ講義とワークショップを振り返り、整理した内容を記入する。
②面接　個別面接
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※下記の内容は、2025年4月1日現在の予定です。詳細は、別途発行の「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」で必ず確認してください。

※3 「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」などによる総合評価です。 ※4 募集人員は、一般選抜入試（前期）、大学入学共通テスト利用入試（1科目利用）及び（2科目利用前期）を合算したものです。 
※5 一般選抜入試［面接型］はオンラインで実施するため、試験日の前にインターネットの通信接続環境の確認およびZoomの動作確認のための「接続テスト」を行います。詳細は「東北芸術工科大学 2026年度
   　学生募集要項」をご覧ください。

一般選抜入試
［前期］

大学入学共通テスト利用
入試［1科目利用］

大学入学共通テスト利用
入試［2科目利用 前期］ 一般選抜入試［専願型］ 一般選抜入試

［面接型］
一般選抜入試
［後期］

大学入学共通テスト利用
入試［2科目利用 後期］

2026年 1月 5日（月）～ 22日（木） 2026年1月5日（月）
～ 26日（月）

募 
集 
人 
員
※ 4

2026年1月5日（月）
～ 9日（金）

募 
集 
人 
員

2026年2月13日（金）
～ 20日（金）

2026年 2月 13日（金）
～ 2月 27日（金）

募 
集 
人 
員

1月 31日（土） 個別試験なし 1月 31日（土） 3月14日（土）
接続テスト3/3または3/4  ※5

3月 14日（土） 個別試験なし

2月 13日（金） 2月 13日（金） 3月 23日（月）

2月 27日（金） 2月 27日（金）
3月 25日（水）

3月 6日（金）
※申請により 3/25まで延納が可能 3月 6日（金）

山形／東京／札幌／仙台 ― 山形 オンライン 山形／東京 ―

次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から 1科目：
「水彩画」 
「油彩画」 
「デッサン」

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から 1科目：
「水彩画」 
「油彩画」 
「デッサン」

―

全
体
の
15
％
程
度

面接・書類審査 ※3
＋
「水彩画」 
「油彩画」 
「デッサン」

全
体
の
5
％
程
度

―
次から1 科目：
「水彩画」 
「油彩画」 
「デッサン」

―

若
干
名

①・②のいずれか

①次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

②次から 2科目：
「国語」
「数学」
「英語」

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

大学入学共通テストの
成績上位2科目

①・②・③の
いずれか

①面接・書類審査
 ※ 3  　

＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」

②面接・書類審査
 ※ 3

＋
次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」

③面接・書類審査
 ※ 3

＋
大学入学共通テスト
の成績上位 1科目

面接（オンライン）
・書類審査 ※ 3

次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

大学入学共通テストの
成績上位2科目
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2025年度 入学試験結果データ

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 127 323 319 182 182 1. 8  

　文化財保存修復学科 13 23 23 17 17 1.4  

　歴史遺産学科 13 23 23 19 19 1.2  

　美術科 58 186 183 86 86 2.1  

　　日本画コース 35 35 24 24 1.5  

　　洋画コース 70 69 26 26 2.7  

　　版画コース 22 20 10 10 2.0  

　　彫刻コース 20 20 10 10 2.0  

　　総合美術コース 39 39 16 16 2.4  

　工芸デザイン学科 21 45 44 30 30 1.5  

　文芸学科 22 46 46 30 30 1.5  

デザイン工学部 166 343 339 194 193 1.7  

　プロダクトデザイン学科 32 54 54 43 43 1.3  

　建築・環境デザイン学科　 20 25 23 20 20 1.2  

　グラフィックデザイン学科 40 101 100 43 42 2.3  

　映像学科 32 92 92 41 41 2.2  

　企画構想学科 26 51 51 30 30 1.7  

　コミュニティデザイン学科 16 20 19 17 17 1.1  

全学計 293 666 658 376 375 1. 8  

総合型選抜入学試験［専願体験型］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 56 285 272 77 62 3.5  

　文化財保存修復学科 3 13 11 6 6 1.8  

　歴史遺産学科 6 20 19 9 9 2.1  

　美術科 29 192 184 40 31 4.6  

　　日本画コース 42 40 12 11 3.3  

　　洋画コース 73 72 18 13 4.0  

　　版画コース 32 31 2 1 15.5  

　　彫刻コース 16 15 2 1 7.5  

　　総合美術コース 29 26 6 5 4.3  

　工芸デザイン学科 11 36 34 14 8 2.4  

　文芸学科 7 24 24 8 8 3.0  

デザイン工学部 74 345 314 118 97 2.7  

　プロダクトデザイン学科 13 47 42 18 16 2.3  

　建築・環境デザイン学科　 14 37 34 27 22 1.3  

　グラフィックデザイン学科 17 95 84 20 13 4.2  

　映像学科 14 75 68 20 17 3.4  

　企画構想学科 10 54 51 18 15 2.8  

　コミュニティデザイン学科 6 37 35 15 14 2.3  

全学計 130 630 586 195 159 3.0  

総合型選抜入学試験［併願型］、学校推薦型選抜入試［指定校］、学校推薦型選抜入試［韓国］

※学校推薦型選抜入試を含む。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 249 243 36 11 6.8  

　文化財保存修復学科 8 25 25 4 0 6.3  

　歴史遺産学科 11 13 13 8 2 1.6  

　美術科 30 151 147 15 4 9.8  

　　日本画コース 46 45 7 2 6.4  

　　洋画コース 50 50 4 1 12.5  

　　版画コース 13 12 0 0 -

　　彫刻コース 20 19 3 1 6.3  

　　総合美術コース 22 21 1 0 21.0  

　工芸デザイン学科 11 31 30 6 2 5.0  

　文芸学科 11 29 28 3 3 9.3  

デザイン工学部 70 229 226 21 5 10 . 8  

　プロダクトデザイン学科 15 43 42 4 1 10.5  

　建築・環境デザイン学科　 14 31 29 5 2 5.8  

　グラフィックデザイン学科 9 55 55 6 0 9.2  

　映像学科 14 54 54 2 0 27.0  

　企画構想学科 12 26 26 2 2 13.0  

　コミュニティデザイン学科 6 20 20 2 0 10.0  

全学計 141 478 469 57 16 8.2  

一般選抜入学試験［前期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 30 30 6 6 5 . 0  

　文化財保存修復学科 2 2 2  2  2  1 .0  

　歴史遺産学科 2 0 0  0  0  -

　美術科 7 23 23 3  3  7 .7  

　　日本画コース 5 5  0  0  -

　　洋画コース 10 10 1  1  10.0  

　　版画コース 4 4  1  1  4 .0  

　　彫刻コース 1 1  0  0  -

　　総合美術コース 3 3  1  1  3 .0  

　工芸デザイン学科 2 2 2  1  1  2 .0  

　文芸学科 2 3 3  0  0  -

デザイン工学部 12 38 37 13 13 2 . 8  

　プロダクトデザイン学科 2 7 7  2  2  3 .5  

　建築・環境デザイン学科　 2 2 2  2  2  1 .0  

　グラフィックデザイン学科 2 8 8  4  4  2 .0  

　映像学科 2 13 12 2  2  6 .0  

　企画構想学科 2 5 5  2  2  2 .5  

　コミュニティデザイン学科 2 3 3  1  1  3 .0  

全学計 27 68 67 19 19 3 .5  

一般選抜入学試験［専願型］

※外国人留学生特別選抜入試・シニア特別選抜入試・社会人特別選抜入試を含む。※募集人員は一般選抜（前期）、共通テスト利用入試（１科目利用・２科目利用前期）を合算した募集人員。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 184 181 33 3 5.5  

　文化財保存修復学科 8 18 18 2 0 9.0  

　歴史遺産学科 11 5 5 3 0 1.7  

　美術科 30 136 135 20 2 6.8  

　　日本画コース 56 56 12 0 4.7  

　　洋画コース 33 33 4 1 8.3  

　　版画コース 13 13 1 1 13.0  

　　彫刻コース 18 17 2 0 8.5  

　　総合美術コース 16 16 1 0 16.0  

　工芸デザイン学科 11 15 14 7 1 2.0  

　文芸学科 11 10 9 1 0 9.0  

デザイン工学部 70 108 108 15 3 7.2  

　プロダクトデザイン学科 15 26 26 1 0 26.0  

　建築・環境デザイン学科　 14 8 8 3 1 2.7  

　グラフィックデザイン学科 9 37 37 6 1 6.2  

　映像学科 14 25 25 3 1 8.3  

　企画構想学科 12 5 5 1 0 5.0  

　コミュニティデザイン学科 6 7 7 1 0 7.0  

全学計 141 292 289 48 6 6.0  

※募集人員は一般選抜（前期）、共通テスト利用入試（１科目利用・２科目利用前期）を合算した募集人員。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 124 124 16 1 7.8  

　文化財保存修復学科 8 21 21 3 0 7.0  

　歴史遺産学科 11 19 19 6 1 3.2  

　美術科　 30 38 38 2 0 19.0  

　　版画コース 7 7 0 0 -

　　彫刻コース 11 11 1 0 11.0  

　　総合美術コース 20 20 1 0 20.0  

　工芸デザイン学科 11 24 24 3 0 8.0  

　文芸学科 11 22 22 2 0 11.0  

デザイン工学部 70 277 277 27 2 10 . 3  

　プロダクトデザイン学科 15 59 59 1 1 59.0  

　建築・環境デザイン学科 14 50 50 9 1 5.6  

　グラフィックデザイン学科 9 66 66 4 0 16.5  

　映像学科 14 44 44 4 0 11.0  

　企画構想学科 12 37 37 6 0 6.2  

　コミュニティデザイン学科 6 21 21 3 0 7.0  

全学計 141 401 401 43 3 9.3  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用前期］

大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

※募集人員は一般選抜（前期）、共通テスト利用入試（１科目利用・２科目利用前期）を合算した募集人員。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

118 93 14 11 6.6  

　文化財保存修復学科 11 8 0 0 -

　歴史遺産学科 5 3 1 1 3.0  

　美術科 82 67 9 6 7.4  

　　日本画コース 20 16 5 2 3.2  

　　洋画コース 28 25 3 3 8.3  

　　版画コース 11 10 0 0 -

　　彫刻コース 6 3 1 1 3.0  

　　総合美術コース 17 13 0 0 -

　工芸デザイン学科 11 6 2 2 3.0  

　文芸学科 9 9 2 2 4.5  

デザイン工学部 63 54 9 7 6.0  

　プロダクトデザイン学科 8 8 0 0 -

　建築・環境デザイン学科　 5 4 2 1 2.0  

　グラフィックデザイン学科 19 15 4 3 3.8  

　映像学科 15 14 1 1 14.0  

　企画構想学科 8 7 1 1 7.0  

　コミュニティデザイン学科 8 6 1 1 6.0  

全学計 181 147 23 18 6. 4  

一般選抜入学試験［後期］

※募集人員は一般選抜［後期・面接型］、共通テスト利用入試［２科目利用後期］を合算した募集人員。

一般選抜入学試験［面接型］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

17 14 2 1 7.0  

　文化財保存修復学科 1 1 0 0 -

　歴史遺産学科 0 0 0 0 -

　美術科 8 7 0 0 -

　　版画コース 2 2 0 0 -

　　彫刻コース 3 3 0 0 -

　　総合美術コース 3 2 0 0 -

　工芸デザイン学科 4 3 2 1 1.5  

　文芸学科 4 3 0 0 -

デザイン工学部 24 18 4 3 4 .5  

　プロダクトデザイン学科 7 7 0 0 -

　建築・環境デザイン学科　 1 1 1 1 1.0  

　グラフィックデザイン学科 7 5 1 1 5.0  

　映像学科 5 4 1 1 4.0  

　企画構想学科 3 1 1 0 1.0  

　コミュニティデザイン学科 1 0 0 0 -

全学計 41 32 6 4 5.3  

※募集人員は一般選抜（後期）（面接）、共通テスト利用入試（２科目利用後期）を合算した募集人員。
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全試験区分の総計

※募集人員は一般選抜（後期）（面接）、共通テスト利用入試（２科目利用後期）を合算した募集人員。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

37 36 8 2 4 .5  

　文化財保存修復学科 6 6 2 1 3.0  

　歴史遺産学科 3 3 1 0 3.0  

　美術科　 14 13 1 0 13.0  

　　版画コース 3 3 0 0 -

　　彫刻コース 3 3 0 0 -

　　総合美術コース 8 7 1 0 7.0  

　工芸デザイン学科 6 6 3 1 2.0  

　文芸学科 8 8 1 0 8.0  

デザイン工学部 39 37 9 2 4 .1 

　プロダクトデザイン学科 8 8 1 1 8.0  

　建築・環境デザイン学科 3 3 2 1 1.5  

　グラフィックデザイン学科 9 8 3 0 2.7  

　映像学科 9 8 1 0 8.0  

　企画構想学科 6 6 1 0 6.0  

　コミュニティデザイン学科 4 4 1 0 4.0  

全学計 76 73 17 4 4 .3  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用後期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 269 1,367 1,312 374 279 3.5  

　文化財保存修復学科 26 120 115 36 26 3.2  

　歴史遺産学科 32 88 85 47 32 1.8  

　美術科 124 830 797 176 132 4.5  

　　日本画コース 204 197 60 39 3.3  

　　洋画コース 264 259 56 45 4.6  

　　版画コース 107 102 14 13 7.3  

　　彫刻コース 98 92 19 13 4.8  

　　総合美術コース 157 147 27 22 5.4  

　工芸デザイン学科 45 174 163 68 46 2.4  

　文芸学科 42 155 152 47 43 3.2  

デザイン工学部 324 1,466 1,410 410 325 3. 4  

　プロダクトデザイン学科 62 259 253 70 64 3.6  

　建築・環境デザイン学科　 52 162 154 71 51 2.2  

　グラフィックデザイン学科 68 397 378 91 64 s

　映像学科 62 332 321 75 63 4.3  

　企画構想学科 50 195 189 62 50 3.0  

　コミュニティデザイン学科 30 121 115 41 33 2.8  

全学計 593 2,833 2,722 784 604 3.5  
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学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

芸術学部 462 905 1,367 450 862 1,312 98 276 374 74 205 279

　文化財保存修復学科 27 93 120 27 88 115 4 32 36 4 22 26

　歴史遺産学科 28 60 88 28 57 85 14 33 47 11 21 32

　美術科 300 530 830 292 505 797 53 123 176 36 96 132

　工芸デザイン学科 50 124 174 48 115 163 10 58 68 7 39 46

　文芸学科 57 98 155 55 97 152 17 30 47 16 27 43

デザイン工学部 525 941 1,466 513 897 1,410 142 268 410 116 209 325

　プロダクトデザイン学科 110 149 259 108 145 253 38 32 70 36 28 64

　建築・環境デザイン学科 58 104 162 55 99 154 25 46 71 21 30 51

　グラフィックデザイン学科 107 290 397 104 274 378 20 71 91 13 51 64

　映像学科　 162 170 332 159 162 321 28 47 75 24 39 63

　企画構想学科 51 144 195 51 138 189 18 44 62 11 39 50

　コミュニティデザイン学科 37 84 121 36 79 115 13 28 41 11 22 33

計 987 1,846 2,833 963 1,759 2,722 240 544 784 190 414 604

男女別結果（全試験区分の総計）

学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計

芸術学部 1,126 241 1,367 1,083 229 1,312 320 54 374 254 25 279

　文化財保存修復学科 91 29 120 88 27 115 32 4 36 26 0 26

　歴史遺産学科 78 10 88 75 10 85 39 8 47 29 3 32

　美術科 662 168 830 636 161 797 142 34 176 116 16 132

　工芸デザイン学科 155 19 174 147 16 163 64 4 68 44 2 46

　文芸学科 140 15 155 137 15 152 43 4 47 39 4 43

デザイン工学部 1,322 144 1,466 1,274 136 1,410 381 29 410 306 19 325

　プロダクトデザイン学科 230 29 259 225 28 253 65 5 70 60 4 64

　建築・環境デザイン学科 144 18 162 139 15 154 66 5 71 48 3 51

　グラフィックデザイン学科 366 31 397 350 28 378 85 6 91 61 3 64

　映像学科 296 36 332 285 36 321 69 6 75 59 4 63

　企画構想学科 175 20 195 169 20 189 56 6 62 46 4 50

　コミュニティデザイン学科 111 10 121 106 9 115 40 1 41 32 1 33

計 2,448 385 2,833 2,357 365 2,722 701 83 784 560 44 604

現役既卒別結果（全試験区分の総計）

全体

既卒
7％

現役 93％ 芸術学部

既卒
9％

現役 91％
デザイン工学部

既卒
6％

現役 94％

デザイン工学部

男子 36％

女子 64％

入学者構成比
（男女別）

入学者構成比
（現役・既卒別）

全体
男子 31％

女子 69％
芸術学部

男子 27％

女子 73％
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北海道　28名　4.6%

東北　421名　69.7%

中部　48名　7.9% 関東　73名　12.1%

近畿　5名　0.8%

九州　11名　1.8%

四国　3名　0.5%

中国　5名　0.8%

検定等　6名　1.0%
海外　4名　0.7%

入学者構成比（都道府県別）

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
北海道 北海道 115 112 33 28

東北

青森県 108 103 28 21
岩手県 142 138 39 30
宮城県 594 571 163 142
秋田県 62 59 11 8
山形県 552 530 184 164
福島県 206 206 64 56
東北計 1,664 1,607 489 421

関東

茨城県 126 114 35 27
栃木県 100 96 27 11
群馬県 35 31 8 5
埼玉県 45 45 12 8
千葉県 48 45 10 4
東京都 81 79 22 13
神奈川県 35 34 13 5
関東計 470 444 127 73

中部

新潟県 206 196 47 28
富山県 22 22 4 1
石川県 12 12 3 0
福井県 0 0 0 0
山梨県 36 33 8 3
長野県 65 64 13 10
岐阜県 4 4 2 2
静岡県 32 29 8 3
愛知県 17 17 4 1
三重県 1 1 0 0
中部計 395 378 89 48

都道府県別結果（全試験区分の総計）

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

近畿

滋賀県 0 0 0 0
京都府 6 6 1 1
大阪府 13 13 3 1
兵庫県 7 7 1 1
奈良県 7 7 2 2
和歌山県 0 0 0 0
近畿計 33 33 7 5

中国

鳥取県 0 0 0 0
島根県 2 2 1 1
岡山県 13 10 3 2
広島県 5 5 2 1
山口県 8 8 3 1
中国計 28 25 9 5

四国

徳島県 1 1 1 1
香川県 2 2 2 2
愛媛県 12 12 1 0
高知県 0 0 0 0
四国計 15 15 4 3

九州

福岡県 11 11 1 1
佐賀県 0 0 0 0
長崎県 1 1 1 0
熊本県 0 0 0 0
大分県 1 1 0 0
宮崎県 0 0 0 0
鹿児島県 15 15 2 2
沖縄県 43 40 10 8
九州計 71 68 14 11

検定等 23 23 7 6
海外 19 17 5 4
合計 2,833 2,722 784 604
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北海道

札幌西、札幌月寒、札幌手稲、札幌旭丘、
札幌清田、函館中部、旭川東、旭川北、
旭川南、おといねっぷ美術工芸、留辺蘂、
室蘭栄、室蘭清水丘、日高、釧路湖陵、
北広島、札幌平岸、帯広緑陽、札幌厚別、
旭川永嶺、札幌平岡、函館、北海、藤女子、
札幌大谷、北海道文教大学附属、酪農
学園大学附属とわの森三愛、函館ラ・
サール、旭川藤星、旭川龍谷、北海道
大谷室蘭、帯広北、クラーク記念国際、
星槎国際、北海道芸術

青森県

青森、青森東、青森南、弘前、弘前中央、
弘前南、八戸東、八戸北、八戸西、木造、
五所川原、三本木、三沢、黒石、弘前
学院聖愛、青森明の星、五所川原第一、
八戸工業大学第二、向陵

岩手県

盛岡第三、盛岡第四、杜陵、盛岡農業、
盛岡商業、花巻北、花巻南、北上翔南、
黒沢尻工業、水沢、水沢商業、金ケ崎、
一関第一、大東、大船渡、宮古、福岡、
盛岡市立、不来方、北桜、岩手、盛岡
白百合学園、盛岡中央、一関学院、専
修大学北上、花巻東

宮城県

仙台第一、仙台第二、仙台第三、仙台
向山、古川、角田、築館、佐沼、白石、
石巻、塩釡、名取、泉、多賀城、岩ヶ崎、
宮城第一、仙台二華、仙台三桜、石巻
好文館、古川黎明、涌谷、南三陸、中
新田、小牛田農林、工業、仙台南、仙
台、仙台工業、名取北、泉松陵、仙台西、
泉館山、宮城広瀬、柴田、仙台東、富谷、
宮城野、仙台青陵、仙台商業、美田園、
気仙沼、仙台育英学園、東北、東北学院、
東北学院榴ケ岡、宮城学院、仙台白百
合学園、尚絅学院、常盤木学園、聖和
学園、東北生活文化大学、仙台大学附
属明成、聖ウルスラ学院英智、聖ドミ
ニコ学院、仙台城南、東陵、飛鳥未来
きずな

秋田県

秋田北、秋田工業、大館鳳鳴、能代、本荘、
大曲、横手、秋田中央、秋田西、御所
野学院、秋田北鷹、聖霊学園、国学館

山形県

鶴岡工業高専、山形東、山形南、山形西、
山形北、山形工業、山形中央、山形市立
商業、天童、山辺、寒河江、谷地、左沢、
東桜学館、新庄北、米沢興譲館、米沢東、
米沢工業、米沢商業、高畠、長井、長井
工業、鶴岡工業、庄内総合、酒田東、酒
田西、遊佐、南陽、上山明新館、霞城学
園、鶴岡中央、新庄神室産業、酒田光陵、
致道館、東北文教大学山形城北、山形学
院、日本大学山形、山形明正、創学館、
惺山、東海大学山形、新庄東、九里学園、
米沢中央、基督教独立学園、羽黒、鶴岡
東、酒田南

福島県

福島工業高専、福島（県立）、橘、福島西、
福島商業、福島北、安達、安積黎明、郡
山東、須賀川創英館、須賀川桐陽、白河旭、
会津、葵、会津学鳳、磐城桜が丘、平商
業、いわき総合、いわき湯本、相馬、原町、
郡山、福島東、いわき光洋、光南、郡山
萌世、ふたば未来学園、福島成蹊、聖光
学院、尚志、日本大学東北、東日本国際
大学附属昌平、石川（私立）

茨城県

水戸第二、緑岡、笠間、土浦第二、古
河第一、牛久、日立北、取手松陽、古河、
茨城、常磐大学、水戸啓明、水城、霞ケ浦、
東洋大学附属牛久、茗溪学園、鹿島学園、
翔洋学園、第一学院　高萩校、ルネサ
ンス、Ｓ

栃木県

宇都宮南、宇都宮工業、鹿沼、栃木女子、
足利、真岡、真岡女子、茂木、大田原女子、
矢板東、宇都宮北、上三川、宇都宮清陵、
さくら清修、栃木翔南、佐野松桜、作
新学院、文星芸術大学附属、宇都宮短
期大学附属、國學院大學栃木、日々輝
学園

群馬県

前橋清陵、太田女子、沼田女子、高崎
北、前橋東、高崎経済大学附属、伊勢崎、
四ツ葉学園、共愛学園、東京農業大学
第二、前橋育英

埼玉県

越生、草加南、新座総合技術、伊奈学
園総合、大宮光陵、幸手桜、大宮国際、
浦和麗明、狭山ケ丘、埼玉栄、浦和学院、
花咲徳栄、川越東、自由の森学園、志
学会

千葉県

千葉女子、検見川、鎌ケ谷、松戸（県立）、
東葛飾、佐原白楊、長生、東葉、国府
台女子学院高等部、千葉日本大学第一、
二松学舎大学附属柏、志学館高等部、
東京学館船橋、木更津総合

東京都

東京学芸大学附属国際、片倉、国立、
工芸、深川、晴海総合、大泉桜、東久
留米総合、九段、中央学院大学中央、芝、
学習院女子高等科、桐朋女子、京華女
子、日本大学豊山、上野学園、駿台学
園、香蘭女学校高等科、自由ケ丘学園、
トキワ松学園、目黒日本大学、目黒学
院、科学技術学園、大東学園、東京農
業大学第一、日本工業大学駒場、玉川
学園高等部、堀越、光塩女子学院高等科、
女子美術大学付属、十文字、城北（私
立）、自由学園高等科、明星、ＮＨＫ学園、
吉祥女子

志願者出身高校一覧（全試験区分）
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神奈川県

旭、市ケ尾、小田原、厚木王子、桜丘、
横浜商業、横須賀総合、横浜国際、横浜
雙葉、清泉女学院、鵠沼、逗子開成、相
模女子大学高等部、桐光学園、自修館

新潟県

新潟、新潟中央、新潟南、新潟江南、
新潟西、新潟商業、新発田、村上、新津、
長岡、長岡大手、長岡農業、長岡工業、
三条東、加茂、加茂農林、小千谷、柏崎、
高田、高田北城、上越総合技術、新井、
佐渡、万代、新潟東、新発田南、村上、燕、
直江津、高志、新潟明訓、北越、中越、
加茂暁星、新発田中央、東京学館新潟、
開志学園

富山県

桜井、富山東、高岡工芸

石川県

金沢錦丘、小松明峰、野々市明倫

山梨県

甲府第一、巨摩、甲府西、駿台甲府、
日本航空

長野県

長野吉田、篠ノ井、屋代南、上田染谷丘、
野沢北、野沢南、伊那北、飯田、松本
美須々ケ丘、飯田ＯＩＤＥ長姫、大町
岳陽、松本国際、上田西、佐久長聖、
エクセラン、さくら国際

岐阜県

加納、大垣日本大学

静岡県

清水東、静岡城北、焼津中央、島田、
富士宮西、星陵、静岡聖光学院、藤枝
順心、常葉大学附属菊川

愛知県

千種、春日井西、小坂井、半田東、東邦、
桜花学園、愛知工業大学名電、杜若

三重県

代々木

京都府

東宇治、京都芸術

大阪府

四條畷、大阪女学院、帝塚山学院泉ケ丘

兵庫県

明石、北条、ＡＩＥ国際

奈良県

飛鳥未来

島根県

松江南

岡山県

林野、鹿島朝日

広島県

広島、安田女子、広島女学院

山口県

精華学園、松陰

徳島県

名西

香川県

高松工芸、善通寺第一

愛媛県

北条、松山南

福岡県

朝倉東、東筑紫学園

長崎県

諫早

大分県

大分上野丘

鹿児島県

屋久島おおぞら

沖縄県

八重山、浦添工業、開邦、球陽、昭
和薬科大学附属、八洲学園大学国際、
ヒューマンキャンパス、Ｎ
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東北芸術工科大学の総合型選抜入学試験［専願体験型］は、

一般的な大学入試のように機械的に点数の低い受験者を落

とすだけの選抜型とは全く異なり、大学と受験生の相互理解

を深め、通常の入試では評価されにくい受験生自身の魅力を

評価するものです。選考の際は、「アドミッション・ポリシー」

（大学側の求める学生像や受験生の受け入れ方針）やカリキュ

ラムなどを踏まえた上で、ワークショップや体験授業に参加い

ただきます。

本試験では学ぼうとする意欲や取り組む姿勢、大学教育を受

けるために必要な基礎的な学力、思考力、判断力、表現力や

協調性など、個々の幅広い魅力と能力を見い出します。加え

て、面接を通してあなたが持つたくさんの可能性も評価します。

これらを通して、受験時点での実力だけではなく、多角的な視

点で受験生一人ひとりと向き合い、選考する点が大きな特徴

です。

※事前課題や提出物はありません。
　また、本入試では面接時にファイル等の資料や作品を持ち込むことはできません。

※総合型選抜入試［専願体験型］は2学科まで併願可能です。ただし、同一学科内では
　最大3コースまで併願可能です。

※試験の詳細については、必ず「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」をご確
　認ください。

総合型選抜入学試験
［専願体験型］
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歴史遺産学科 歴史遺産コース

①体験授業（講義30分程度、レポート作成60分程度）
　歴史遺産に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する
②面接（一人12分程度）
　個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

2026年度 学科・コース別 試験内容（予定）
※試験内容に変更が生じる場合があります。また、受験者数が少ない場合は別の試験方法となる場合がありますので、受験の際は、必ず「東北芸術工
科大学 2026年度 学生募集要項」をご確認ください。

※掲載写真は昨年度の試験の様子です。

歴史遺産学科 文化財保存修復コース

①体験授業（講義30分程度、レポート作成60分程度）
　文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する
②面接（一人12分程度）
　個別面接

芸術学部
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総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 日本画コース

①体験授業（日本画の写生体験）（300分程度）
　決められたエリア内（学校内）で各自、自由に対象を探して水彩にて風景画を制作する
②面接（1グループ20分程度）
　1グループ 2～3人で行う

美術科 洋画コース

①体験授業（静物油彩）＊アクリル絵具の使用も可能です。（300分程度）

　油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、その後グループごとにモチーフを組み、油彩制作を行う

②面接（1グループ20分程度）

　1グループ2～3人で行う
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美術科 グラフィックアーツコース

①体験授業（240分程度）
　当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを選択し制作します
　【イラストレーション制作】
　事前のレクチャーで他者に伝えるイラストレーションのポイントついて学んだ上で、各自がテーマを自由（絵画的表現から絵本・
漫画・アニメ表現まで、抽象具象・カラーモノクロ問わず）に設定し、イラストレーションを制作する
　【自画像デッサン制作】
　事前レクチャーではデッサンのポイントについて学んだ上で、鉛筆または木炭による自画像デッサンを制作する
●体験授業終了後、面接の前後の時間を利用して、今日の作品のコンセプトや制作を振り返って気付いたことや考えたことを400
字程度のミニレポートにまとめ、提出をします
②面接（一人15分程度）
　個別面接
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美術科 彫刻・キャラクター造形コース

①体験授業（彫刻制作の体験）（お昼休憩を除いて360分程度）
　自然豊かな彫刻アトリエの周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由に発想して粘土を使って立体作品を
制作する
　振り返りでは、制作物の意図や感想を発表する
③面接（一人12分程度）
　個別面接
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美術科 総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験）（185分程度）
　前半は、モダンテクニックなどの技法や造形素材を使ったアート技法を体験し、気づきや活動のねらいなどをまとめる、そ
こからこの技法を活用したワークショップイベントを考えて各自ワークシートに記入する
　後半は自身が考案したイベントをわかりやすく発表する
②面接（一人12分程度）
　個別面接

工芸デザイン学科

①体験授業（立体制作 120分程度、平面制作 150分程度（発表30分を含む））

　工芸デザインで必要とされる立体・平面制作の基礎を学ぶ

　立体制作では紙造形を基本とし、課題についての考え方、作り方など工程ごとに学び、与えられた条件に沿って制作する

　平面制作では、配色に関する前提講義を経て、与えられた条件に沿って各自テーマを設定し、複数の色を使用した配色デザ
　インを行う。デザイン完成後は一人ずつテーマと工夫した点を発表する

②面接（一人１２分程度）

個別面接
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文芸学科

①体験授業

　教員による説明を経て、グループ単位で昔話をリライト（書き換え）に挑戦し、その内容を発表する。創作体験終了後は、グ
ループワークについて600字程度の作文を執筆する

③面接（一人15分程度）
個別面接
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建築・環境デザイン学科

①体験授業  （合計100分程度）
　建築やインテリア、街、自然や環境問題に関するミニ講義を2回行い、それぞれ講義の要点や自身の意見をミニレポートに
まとめる
②面接（一人15分程度）
個別面接

①体験授業（120分程度）
　身のまわりにあるプロダクトについてその形状や機能を観察し、優れている点とその理由を考察したうえで、改善すべき点
を見出して提案シートにまとめる。まとめた提案をを他の受験生に発表し、意見を交換しながらより良いデザインについて
話し合う
②面接（一人15分程度）
個別面接

プロダクトデザイン学科

デザイン工学部
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映像学科（キャラクターゲームコース／ CG・アニメーションコース／映像クリエイションコース）

①体験授業（合計110分）
　身近なものを世界に情報発信するためのアイデアを考え、企画書（アイデアシート）としてまとめる
　・グループワーク（前半30分）
　他の受験生とテーマについて話し合い、他者の視点を参考にしながら、自身の発想を広げる
　・個人ワーク（後半80分）
　テーマに基づき、ビジュアルと文章 [450文字 ]を用いて企画書（アイデアシート）を作成する
②面接（一人10分程度）
企画書（アイデアシート）のプレゼン・個別面接

グラフィックデザイン学科（グラフィックデザインコース／イラストレーションコース）

①体験授業（110分程度）
　デザインに関する模擬授業を受講した後、その授業の内容について発表してもらいます
②面接（一人15分程度）
個別面接
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企画構想学科（企画構想コース／地域デザインコース／食文化デザインコース）

①体験授業（130分程度）
　・ミニ講義
　課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する
　・課題解決型ワークショップ
　講義で提示された対象地域の社会課題を解決し、地域デザインに寄与する社会を実現するモノやコトを、グループで話し
　合い、グループで発案されたアイデアを発表する
　・振り返りシート
　ミニ講義とワークショップを振り返り、整理した内容を記入する
②面接（一人15分程度）
個別面接
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小論文 /デッサン /水彩画 /油彩画

実技
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90 分試 験 時 間

● ア ド バ イ ス

　 小 論 文 は 感 想 文 で は あ り ま せ ん 。 書 き 手 が 思 っ た こ と を

素 直 に 書 い て も 、 そ れ は 感 想 文 に し か な り ま せ ん し 、 ま し

て や 誰 か の 顔 色 を う か が う よ う な 「 〇 〇 は し て は い け な い

と 思 い ま す 」 の よ う な 心 地 よ い 終 わ り 方 を す る 文 章 は 小 論

文 で は あ り ま せ ん 。

　 そ う な ら な い た め に 必 要 な 力 の 一 つ 目 は 文 章 力 で す 。「 あ

ー そ ー ゆ ー こ と ね 」 と 思 っ た あ な た 、 そ れ は 多 分 違 い ま す 。

わ か り や す く 読 み や す い 文 章 を 書 く の は 当 然 の こ と で 、

入 試 だ か ら と い っ て 特 別 、 要 求 さ れ る も の で は あ り ま せ ん 。

そ う で は な く 自 ら の 言 い た い こ と を 論 理 的 に 伝 え る た め

の 文 章 力 で す 。 自 ら の 主 張 の た め に ど の よ う な 語 句 を 使

え ば 良 い の か 。 一 文 内 の 構 成 だ け で は な く 、 段 落 内 の 文 章

構 成 、 さ ら に は 段 落 ご と の 全 体 構 成 も 含 め て 考 え る 必 要

が あ り ま す 。

　 二 つ 目 は 読 解 力 で す 。 例 え ば 課 題 文 で 「 白 米 の 美 味 し さ 」

に つ い て 述 べ ら れ て い る と し ま し ょ う 。 こ れ に 対 し て 「 ラ

イ ス ペ ー パ ー の 便 利 さ 」 を 書 い た と し た ら 、 課 題 文 の テ ー マ

か ら は 大 幅 に ず れ て い る こ と に な り ま す 。 も ち ろ ん 同 じ 「 米 」

に つ い て 書 い て い る た め 、 解 答 者 自 身 は 関 連 す る 意 見 を 述

べ て い る 感 覚 に 陥 っ て い る の は わ か り ま す 。 し か し 課 題 文

の 主 題 を 見 失 っ て い る と 読 み 取 れ ま す 。

　 三 つ 目 は 構 成 力 に な り ま す 。 「 白 米 の 美 味 し さ 」 と い う

課 題 文 に 対 し 、 「 美 味 し い 」 、 「 不 味 い 」 と い う 対 立 軸 を 勝 手

に 構 成 し 、 片 方 の 立 場 で 意 見 を 述 べ る の は ベ ス ト な 選 択 で

は あ り ま せ ん 。 な ぜ な ら ま ず 課 題 文 に そ の 二 項 対 立 が 書

か れ て い る か ど う か の 確 認 が 必 要 で す 。 ま た 賛 成 や 反 対

は 誰 で も で き る こ と で 、 そ こ に 書 き 手 の 力 は あ ま り 必 要

あ り ま せ ん 。 何 よ り 対 象 に 対 す る 思 想 が 二 つ し か な い の は 、

極 め て 窮 屈 な 考 え で す 。 そ う で は な く 単 な る 対 立 軸 を 越

え て 、 自 ら の 意 見 を 述 べ る 力 が 試 さ れ ま す 。 そ の た め に は

課 題 文 を 踏 ま え 、 自 ら の 意 見 を 論 理 的 に 構 成 し 、 説 得 力 の

あ る 内 容 を 練 り 上 げ る こ と に な り ま す 。

　 最 後 は 論 理 展 開 力 に な り ま す 。 感 想 文 に な ら な い た め

に は 、 客 観 的 な 情 報 を よ り ど こ ろ に し た 論 理 的 な 思 考 を

行 い 、 そ れ ら の 情 報 に よ り 自 ら の 意 見 や 思 想 を 実 証 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。 そ の た め に は 数 多 く の 本 を 読 み 、 ニ ュ

ー ス に 触 れ 、 知 識 を 増 や し 、 自 ら の 身 体 で の 体 験 ・ 経 験 を

し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 こ こ で 陥 り が ち な の は 、 自

ら の 体 験 を た だ 書 く だ け で 論 理 的 な 主 張 に な る と 思 い 込

む こ と で す 。 も ち ろ ん 皆 さ ん の 経 験 は 皆 さ ん の 経 験 と し

て 重 要 で す 。 で も 別 の 人 が 同 じ 事 象 を 経 験 し て も 、 正 反 対

の 感 慨 を 抱 く 可 能 性 も あ り ま す 。 つ ま り 個 人 の 体 験 を 普

遍 化 す る た め に は 論 理 的 な 力 が 必 要 に な り ま す 。

　 文 章 を 書 く 訓 練 、 そ の た め に 必 要 な 情 報 の 取 得 を 常 日

頃 か ら 取 り 組 む た め 、 小 論 文 を 書 く 力 は 一 朝 一 夕 で 身 に つ

く も の で は あ り ま せ ん 。 逆 に い え ば 皆 さ ん が こ れ ま で 生

き て き て 経 験 し た こ と 、 知 識 と し て 吸 収 し た こ と が 直 接

的 に 表 れ て き ま す 。 そ の 多 様 な 知 識 に 裏 打 ち さ れ た 多 様

な 感 性 は 、 入 学 後 も 必 ず 活 か さ れ ま す 。

出 題 内 容 指 定 の 出 題 テ ー マ に 沿 っ て 提 示 さ れ た 文 章 （ 著 作 物 ・ 新 聞 記 事 ・ コ ラ ム 等 ） を 読 み 、 そ の 内 容 に 触

れ つ つ 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 〜 ８ ０ ０ 字 で 述 べ る

テ ー マ 「 社 会 と 人 間 」（ 全 入 試 共 通 ）

評 価 の ポ イ ン ト 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 」 を 評 価 す る た め 以 下 の ポ イ ン ト を 重 視 す る

文 章 力 ： 単 な る 読 み や す い 文 章 だ け で は な く 、 論 理 的 な 文 章 を 書 け て い る か

読 解 力 ： 課 題 文 で 書 か れ て い る 主 題 を き ち ん と 理 解 し 、 自 ら の 意 見 を 書 け て い る か

構 成 力 ： 自 分 の 都 合 の い い よ う に 、 強 引 に 理 屈 を こ じ つ け る よ う な 説 を 述 べ る の で は な く 、 課 題

文 と の 連 続 性 の 中 で 文 章 を 書 け て い る か

論 理 展 開 力 ： 自 ら の 感 想 や 体 験 に と ど ま ら な い 普 遍 的 な 視 点 に よ り 、 論 理 的 な 考 察 を 行 え て い る か

大 学 で 用 意 す る も の 解 答 用 紙 （ 原 稿 用 紙 縦 書 き ） 、 下 書 き 用 紙 （ A ３ 、 ２ 枚 ）

受 験 者 が 用 意 す る も の 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル 、 消 し ゴ ム 、 鉛 筆 削 り

※ ２ ０ ２ ６ 年 度 の 出 題 概 要 は 、 「 東 北 芸 術 工 科 大 学 ２ ０ ２ ６ 年 度 学 生 募 集 要 項 」 を ご 確 認 く だ さ い 。

小 論 文

小
論
文
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以 下 の 文 章 は 、 湯 澤 規 子 『 「 お ふ く ろ の 味 」 幻 想 〜 誰 が 郷 愁 の 味 を つ く っ た の か 』（ 光 文 社 新 書 ／

２ ０ ２ ３ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

　 食 を め ぐ る 時 空 の 形 成 や そ の 変 化 は 、 女 性 の 生 き 方 の

変 化 や 価 値 観 に 左 右 さ れ て い る と 考 え ら れ が ち で あ る が 、

お そ ら く そ れ は 一 因 に 過 ぎ な い 。 む し ろ 、 食 を め ぐ る 時 空

は ジ ェ ン ダ ー の 問 題 を 孕
は ら

み つ つ 、 全 て の 人 び と の 価 値 観 が

作 用 し な が ら 複 雑 な 様 相 を 呈 し て い る の だ と い え る の で

あ る 。 例 え ば 、 ま だ 記 憶 に 新 し い 次 の よ う な 出 来 事 に つ い

て 考 え て み よ う 。

　 二 ○ 二 ○ 年 七 月 の あ る 日 、 「 ポ テ ト サ ラ ダ 」 を め ぐ る や り

取 り が Ｓ Ｎ Ｓ 上 で 話 題 に な っ た 。 買 い 物 を す る 若 い 母 親 に

向 か っ て 、 見 ず 知 ら ず の 高 齢 男 性 が 「 母 親 な ら 、 ポ テ ト サ

ラ ダ ぐ ら い 作 っ た ら ど う だ 」 と 言 っ て 去 っ て い っ た 。 発 言 を

受 け て う つ む く 母 親 の 姿 を 目 撃 し た 別 の 女 性 が ツ イ ッ タ

ー 上 に そ れ を 報 告 し た と こ ろ 、 数 日 で 一 〇 万 ツ イ ー ト 以 上

の 大 き な 反 響 に 拡 大 し た の だ と い う 。

　 事 の 真 偽 を 問 う ツ イ ー ト も あ っ た が 、 や り 取 り の 真 偽 の

如 何 に か か わ ら ず 、 こ の 出 来 事 を 報 告 し た ツ イ ー ト に 多

く の 人 が 反 応 し 、 何 ら か の 意 見 を 表 明 し た と い う こ と 自

体 は 、 疑 い よ う の な い 事 実 で あ っ た 。「 ポ テ ト サ ラ ダ ぐ ら い

･ ･ ･ ･ ･ ･ 」 と い う 発 言 の 是 非 を こ こ で は 問 う こ と は し な い

が 、 少 な く と も 、 こ の 高 齢 男 性 が 見 て い る 世 界 と 、 ポ テ ト

サ ラ ダ を 買 お う と し た 女 性 や こ の 女 性 に 共 感 し た 人 た ち

が 見 て い る 世 界 と の 間 に は 、 大 き な 乖 離 が あ り 、 そ の 乖 離

が ポ テ ト サ ラ ダ を め ぐ る 多 く の 反 応 と し て 表 出 し た の だ

と 説 明 す る こ と が で き る 。

　 こ の 「 ポ テ サ ラ 論 争 」 は 各 所 で 取 り 上 げ ら れ た が 、 女 性

誌 ウ ェ ブ メ デ ィ ア の エ ッ セ オ ン ラ イ ン で は 「 日 本 の 母 親 は 家

事 を や り す ぎ ？　 『 ポ テ ト サ ラ ダ 論 争 』 が 明 ら か に し た 古

い 価 値 親 」 と い う タ イ ト ル を 掲 げ 、 世 代 間 や 男 女 間 で 家 事

や 育 児 に つ い て の 意 識 が 大 き く 異 な る 現 状 を 論 じ て い る 。

記 事 の 中 で 、 女 性 の 家 事 労 働 を 研 究 し 、 『 ワ ン オ ペ 育 児 ―

― わ か っ て ほ し い 休 め な い 日 常 』 の 著 者 で も あ る 藤
ふ じ た

田 結
ゆ い こ

子

は こ の 論 争 に コ メ ン ト を 寄 せ 、 「 家 事 や 育 児 は 妻 、 母 が メ イ

ン で 、 か つ 全 力 で 取 り 組 む べ き と い う 認 識 で い る 人 は 、 い

ま だ 多 く 存 在 し て い ま す 。 こ れ は 戦 後 の 日 本 特 有 の 価 値

観 と も い え る も の 。 家 に 帰 れ ば 専 業 主 婦 、 ま た は 子 育 て

優 先 で 働 い て い る お 母 さ ん が な ん で も や っ て く れ る と い

う 環 境 下 で 根 づ き ま し た 。 で す が 、 そ れ で う ま く い っ て い

た 時 代 は す で に 終 わ っ て い ま す 」 と 述 べ 、 男 性 の み な ら ず 、

女 性 自 身 も 古 い 価 値 観 か ら 抜 け 出 す 必 要 が あ る と 付 け 加

え て い る 。

　 「 お 母 さ ん が な ん で も や っ て く れ る 」 と い う の は 、 欠 点

の 無 い 「 全
ま っ た

き 人 間 と し て の 母 」 と い う 幻 想 で あ る こ と を こ

こ で 思 い 出 し て お き た い 。 し か し 現 実 を 生 き る 女 性 た ち は 、

そ し て 男 性 た ち も も ち ろ ん 、 全 き 人 間 に な る こ と な ど 到

底 で き な い の で あ る 。

　 俯 瞰 し て み れ ば 、 世 界 に は 、 年 代 、 ジ ェ ン ダ ー 、 国 や 民 族 、

あ る い は そ れ ら に 根 差 す 文 化 な ど に よ っ て 形 成 さ れ た 様 々

な 価 値 観 が モ ザ イ ク 状 に 存 在 し て い る 。 時 に そ の 価 値 観 が

衝 突 し 、 葛 藤 や わ だ か ま り が 生 じ る こ と が あ る 。 こ の ポ テ

ト サ ラ ダ を め ぐ る 出 来 事 は 、 ま さ に そ う し た 価 値 観 の 衝

突 に ほ か な ら な か っ た 。 目 を 凝 ら し て み る と 、 藤 田 が 指 摘

し て い る よ う に 、 う つ む い た 女 性 自 身 も 古 い 価 値 観 と 自 ら

に よ っ て 選 び 取 ろ う と し て き た 新 し い 価 値 観 と の 間 で 揺 れ 、

葛 藤 が あ っ た の か も し れ な い 。

　 少 し 大 げ さ か も し れ な い が 、 こ の ポ テ サ ラ 論 争 は 、 私 た

ち は 「 自 分 は 今 、 ど の よ う な 時 空 を 生 き て い る の か 」 を 自

覚 す る と 同 時 に 、 「 他 者 は 今 、 ど の よ う な 時 空 を 生 き て い

る の か 」 を 想 像 す る 必 要 が あ る こ と を 伝 え て い る 。 そ し て 、

両 者 の 間 に は 当 然 な が ら 違 い が あ る と い う こ と を 認 め 合

う 必 要 が あ る の だ と い う こ と に 、 あ ら た め て 気 づ か さ れ

る 出 来 事 で あ っ た 。
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参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 多 く の 受 験 生 は 自 ら の 経 験 を 土 台 と し て 課

題 文 に 対 し て コ メ ン ト を 述 べ よ う と し て い ま

し た 。 そ の 姿 勢 が 悪 い わ け で は あ り ま せ ん 。 し

か し 多 く の 解 答 は ミ ク ロ な 経 験 を も と に し て 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 性 だ け を 述 べ て い る

も の で し た 。 そ の 点 、 模 範 解 答 で は ネ ッ ト メ デ

ィ ア で の 問 題 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 と と

ら え る だ け で は な く 、 他 者 と の 価 値 観 の 違 い

に ま で 一 歩 踏 み 込 ん で 考 え て い ま す 。

価 値 観 の 「 自 覚 」

　 価 値 観 や 考 え 方 は 時 代 、 人 に よ っ て 多 様 で あ る 。 各 々 の

価 値 観 は 尊 重 さ れ る べ き で あ り 正 解 が あ る も の で は な い 。

し か し 、 ポ テ ト サ ラ ダ 論 争 の よ う に 個 人 の 価 値 観 の 「 差 」 は

時 に 争 い に 発 展 す る 。 で は 、 争 い に な ら な い た め に 我 々 が

心 掛 け る べ き こ と は 何 だ ろ う か 。

　 ま ず 大 切 な の は 「 強 要 し な い 意 識 」 だ 。 常 に 相 手 の 価 値

観 と 自 分 の 価 値 観 が 異 な る か も し れ な い と い う こ と を 自

覚 す る の で あ る 。 過 去 に 友 人 と 何 気 な い 会 話 で 私 が 「 そ れ

は 違 う だ ろ 」 と 言 っ て し ま っ た 際 、 友 人 に 「 そ れ は お 前 の 価

値 観 で あ っ て 自 分 は 違 う 」 と 言 わ れ た 。 私 は そ の 言 葉 に は

っ と さ せ ら れ た 。 私 は 無 意 識 に 価 値 観 を 強 要 し て い た の で

あ る 。 私 は そ の 一 件 以 後 、 意 見 を 述 べ る 際 は 「 自 分 は 〜 と 思

う 」 と い う 答 え 方 を 心 掛 け て い る 。「 強 要 」 で は な く 「 提 案 」

を 意 識 す る だ け で 争 い を 回 避 で き る 可 能 性 は 高 ま る だ ろ う 。

　 次 に 「 自 分 の 価 値 観 を 客 観 的 に 知 る 」 と い う こ と が 大 切

で あ る 。 先 ほ ど 述 べ た 事 例 の よ う に 、 価 値 観 の 争 い は 無 自

覚 な 行 動 が 要 因 と な る 場 合 が 多 い 。 そ こ で 自 分 の 考 え を

客 観 的 に 知 っ て お く こ と が 有 効 だ 。 家 族 や 先 生 な ど 信 頼

で き る 大 人 か ら 自 分 の 考 え を 批 評 し て も ら う の も 良 い が 、

一 人 で も 可 能 な 方 法 と し て Ａ Ｉ の 活 用 が 挙 げ ら れ る 。 例 え

ば 、 チ ャ ッ ト 型 Ａ Ｉ ツ ー ル に 「 こ の 考 え を 客 観 的 に 批 評 し て 」

と 送 れ ば 中 庸 的 な 観 点 か ら ア ド バ イ ス を く れ る 。 こ れ は 大

量 の デ ー タ を 持 つ Ａ Ｉ だ か ら こ そ あ る 程 度 信 頼 の で き る

も の だ ろ う 。 こ の よ う な 手 段 を 用 い て 自 分 の 価 値 観 を 客

観 的 な 視 点 か ら 知 っ て お く こ と は 有 効 な 対 策 と 言 え る だ

ろ う 。

　 顔 を 合 わ せ た 会 話 は 勿 論 、 顔 を 合 わ せ ず と も 沢 山 の 人

と 接 す る 現 代 社 会 に お い て 己 の 価 値 観 を 「 自 覚 」 し て お く

こ と が 大 切 だ 。 ま ず 自 分 を 知 り 、 そ の う え で 相 手 の 行 動 に

目 を 傾 け る こ と が で き れ ば 、 価 値 観 の 差 に よ る 日 常 の 争

い は 減 っ て い く だ ろ う 。

小
論
文
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他 者 の 「 物 語 」 と 共 存 す る

　 私 は 、 筆 者 と 同 じ よ う に 、 自 分 と 他 者 の 生 き る 時 空 の 違

い を 認 め る 必 要 が あ る と 感 じ て い る 。 実 際 、 課 題 文 で 言 及

さ れ た 「 ポ テ サ ラ 論 争 」 に 私 も 、 参 加 ・ 拡 散 こ そ し な か っ た

が リ ア ル タ イ ム で 観 測 し た ユ ー ザ ー の 一 人 だ っ た か ら だ 。

　 そ の 上 で 、 私 は 、 他 者 と 己 の 時 空 の 違 い を 相 互 に 理 解 し 、

受 け 入 れ 、 結 果 と し て 共 存 で き る よ う な 多 文 化 主 義 の 社

会 を 目 指 す べ き で あ る と 考 え る 。

　 そ も そ も 時 空 の 違 い と は な ん だ ろ う か 。 私 は 、 各 々 の 人

や 共 同 体 の 持 つ 「 物 語 」 の 違 い で あ る と 考 え る 。 課 題 文 の よ

う な ジ ェ ン ダ ー 問 題 で あ れ ば 、 男 女 の 生 物 学 的 性 差 、 社 会

規 範 の 違 い 、 そ し て 何 よ り も 重 要 な 、 個 人 が 経 験 し て き た

人 生 の 差 が 一 つ の 物 語 を 形 成 す る と 思 う 。 そ し て 、 そ の 物

語 か ら 生 ま れ る 価 値 観 の 衝 突 の 現 場 こ そ が 、 ポ テ ト サ ラ ダ

を め ぐ る 論 争 だ っ た の で は な い だ ろ う か 。

　 筆 者 は 、 課 題 文 に て 性 差 以 外 に も 年 代 、 国 と 民 族 、 文 化

の 違 い の 存 在 を 指 摘 し 、 そ こ か ら も 起 こ り え る 衝 突 や 葛

藤 を 示 唆 す る 。 そ し て そ の 示 唆 さ れ た 物 語 、 価 値 観 の ぶ つ

か り 合 い は す で に 起 き て い る と 思 う 。 例 え ば 欧 州 に お け

る 移 民 差 別 の 問 題 な ど が 挙 げ ら れ る 。 他 に は 、 人 種 差 別 が 、

根 強 く 残 っ て い る も の だ と 言 え る だ ろ う 。 外 国 に お け る ア

ジ ア 人 差 別 、 逆 に 日 本 国 内 に お け る ク ル ド 系 移 民 の 差 別 的

な 扱 い な ど だ 。 筆 者 は 価 値 観 が モ ザ イ ク 状 に 存 在 す る と

表 現 し た が 、 そ こ か ら 発 す る 衝 突 も 、 も は や 全 体 像 を 完 全

に と り き れ な い 程 、 モ ザ イ ク 状 に 入 り 組 ん で い る と 思 う 。

　 私 は 、 あ ら ゆ る 人 や 共 同 体 に 、 各 々 が 経 験 と 歴 史 に よ っ

て 形 成 し て き た 物 語 が あ る こ と と 、 そ の 物 語 の 時 空 に 、 今

生 き て い る こ と を 認 め 合 う こ と が 重 要 だ と 考 え る 。 相 手

の 物 語 を 理 解 し 、 違 い を 認 め 尊 重 し よ う と 、 諦 め ず に 向 き

合 い 続 け て い く こ と 。 今 後 は 、 そ の よ う な 多 文 化 主 義 的 社

会 を 、 全 て の 人 間 、 共 同 体 で 目 指 す 必 要 が あ る の で は な い

だ ろ う か 。

参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 参 考 解 答 は 課 題 文 を 自 分 自 身 の 経 験 を 踏 ま

え て 読 み 、 き ち ん と 自 分 自 身 の 考 え を 述 べ ら

れ る ま で 昇 華 し て い ま す 。 特 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン の 問 題 を 時 空 間 の 差 異 と し て と ら え る こ

と に 成 功 し て お り 、 多 様 な 「 物 語 」 の 共 有 と 認

識 に つ い て 述 べ て い ま す 。 多 く の 解 答 が 課 題

文 を 表 面 的 に 読 み 、 「 他 者 を 理 解 し よ う 」 と い

う 教 条 的 な 結 論 へ と 至 っ て い た な か 、 参 考 解 答

は 数 段 階 の 論 理 展 開 に 成 功 し て い ま す 。
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一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 入 学 試 験 ﹇ 1 科 目 利 用 ﹈

社 会 人 特 別 選 抜 試 験 ／ 帰 国 生 特 別 選 抜 試 験 ／ 外 国 人 留 学 生 特 別 選 抜 試 験

以 下 の 文 章 は 、 矢 野 利 裕 『 学 校 す る か ら だ 』（ 晶 文 社 ／ ２ ０ ２ ２ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 、 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

な い か も し れ ま せ ん が 、 私 は そ う し た 「 ベ タ 」 を 受

け 入 れ て い く こ と を オ ス ス メ し ま す 。

　 ベ タ か ら 逃 げ ず 、 正 面 か ら 取 り 組 む だ け で 人 生

は よ り 充 実 し ま す 。 一 周 回 っ て も う 一 度 人 生 の ベ タ を

や る こ と の 強 さ 、 楽 し さ が あ る の で す 。 ベ タ は 実 は

お も し ろ い の で す 。

    

̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ マ キ タ ス ポ ー ツ 『 決 定 版　 一 億 総 ツ ッ コ ミ 時 代 』

　 学 校 な ん て 「 ベ タ 」 の 生 産 工 場 の よ う な と こ ろ が あ る 。

そ れ が よ く な い 慣 習 や 社 会 構 造 を 温 存 す る よ う な も の な

ら ば 、 批 判 し 変 え て い く こ と も 大 事 で あ る 。 と い う か 、 そ

の よ う な 批 判 意 識 は 必 須 の も の で あ る 。

　 一 方 で 、 こ の 複 雑 に な り す ぎ た 時 代 に お い て は 、 「 ベ タ 」

な こ と を 通 じ て か ろ う じ て 他 人 と 安 心 し て 感 情 を 共 有 し

て い る よ う な と こ ろ も あ る 。 そ の 感 情 共 有 の 装 置 と し て 、

ゴ ン チ チ の 曲 は あ る の だ ろ う 。 卒 業 式 の さ な か に あ の 曲 を

聴 く と い つ も 、 あ ま り の 「 ベ タ 」 な 状 況 に 笑 え て く る の だ け

ど 、 同 時 に そ の 「 ベ タ 」 の 力 に 押 し 切 ら れ て 感 動 し て し ま う 。

メ タ と ベ タ が 二 重 に な っ た 感 情 が 、 不 思 議 と 言 え ば 不 思 議 だ 。

　 複 雑 化 ・ 細 分 化 し す ぎ て し ま っ た 社 会 を な ん と か 維 持

す る た め の 「 ベ タ 」 。 そ の 「 ベ タ 」 な 儀 式 と し て の 卒 業 式 に

対 し て 、 僕 は 全 力 で 乗 っ か っ て い き た い 気 持 ち が あ る 。 実

際 に 感 慨 深 さ が あ る こ と は 嘘 で は な い の だ か ら 、 卒 業 式 の

日 く ら い そ の 気 持 ち を 全 力 で 表 明 し て お き た い 。

　 同 調 圧 力 に お び え て 思 っ て も な い こ と を 言 う の で は な

く 、 本 当 に 思 っ て い る こ と を 「 ベ タ 」 な 形 式 に 乗 せ て 表 明 す

る こ と 。 か っ こ つ け ず に 凡 庸 で つ ま ら な い 自 分 の 思 い に 真

正 面 か ら 向 き 合 う こ と 。 リ ア ル な 思 い や 言 葉 を 何 倍 に も 増

幅 さ せ る の が 、 「 ベ タ 」 の 力 で あ る 。

全 力 で ベ タ に 乗 っ か る

　 卒 業 式 と い う の は 一 般 的 に 涙 あ り と き に 笑 い あ り の 式 典

だ と 思 う が 、 そ ん な 卒 業 式 に お け る い ち ば ん の ハ イ ラ イ ト は 、

や は り 生 徒 会 長 に よ る 卒 業 生 代 表 ス ピ ー チ だ ろ う 。

　 こ の 年 、 僕 は ス ピ ー チ 原 稿 を 添 削 す る 役 を 請 け 負 っ て い

た の で 、 会 長 と 細 か い 修 正 作 業 を し な が ら 、 「 ○ ○ 先 生 と ○

○ 先 生 は き っ と す ぐ 泣 く か ら 、 ○ ○ 先 生 と ○ ○ 先 生 の ほ う

を 泣 か せ よ う 」 と か 冗 談 を 言 い 合 っ て い た 。 そ ん な こ と を 言

っ て い る 自 分 が い ち ば ん 最 初 に 泣 い て い る の だ か ら 世 話 な い 。

最 終 的 に 生 徒 会 長 は 、 と て も 素 敵 な ス ピ ー チ を し て く れ た 。

　 し か し 言 わ せ て も ら え ば 、 ズ ル い の だ 。 な に が っ て 、 Ｂ Ｇ Ｍ が 。

　 勤 務 校 で は い つ の こ ろ か ら か 、 卒 業 生 代 表 ス ピ ー チ の Ｂ Ｇ

Ｍ と し て 、 Ｃ Ｍ 曲 と し て も 有 名 な ゴ ン チ チ 「 放 課 後 の 音 楽 室 」

が 薄 く 流 れ る の だ 。 そ ん な ん も う 最 初 か ら 泣 か せ る 演 出 に

な っ て い る じ ゃ ん ！

　 こ の こ と は 、 実 は 以 前 か ら 気 に な っ て い た 。 ど う も 学 校 生

活 に お い て は 、 こ と あ る ご と に 〝 感 動 を 求 め る 勢 力 〞 み た い

な も の が 存 在 し て い る な 、 と 。 そ れ は 教 員 だ っ た り 生 徒 だ っ

た り 保 護 者 だ っ た り 。 さ き ほ ど の 「 ○ ○ 先 生 を 泣 か せ よ う 」

と い う の も 、 広 く 言 え ば そ の ひ と つ か も し れ な い 。

　 お そ ら く 、 そ の 場 そ の 場 の 役 割 意 識 み た い な も の を み ん

な な ん と な く 意 識 し て い る の だ と 思 う 。 そ れ は 、 見 方 に よ

っ て は 、 み ん な が 同 調 圧 力 を 感 じ な が ら 空 気 を 読 ん で い る

よ う に も 思 え る け ど 、 僕 の 印 象 だ と 、 そ ん な 窮 屈 な 感 じ と

も 少 し 違 う 。

　 ニ ュ ア ン ス が 難 し い の だ け ど 、 な ん と い う か 「 み ん な で ベ

タ な こ と を 成 立 さ せ よ う 」 と い う ね じ れ た 意 識 が あ る よ う

に 思 う 。 卒 業 式 な ら 卒 業 式 と い う 「 ベ タ 」 を 積 極 的 に 味 わ い

に 行 っ て い る と い う か 。

　 こ の 感 覚 に 近 い も の を い ち ば ん 言 葉 に し て い る の は 、 や

は り マ キ タ ス ポ ー ツ さ ん で あ る 。 マ キ タ さ ん は 「 ベ タ 」 に つ い

て 次 の よ う に 書 い て い る 。

　 こ れ ら ﹇ ベ タ な 出 来 事 ﹈ を 自 分 に 関 係 の な い も の と

し て 遠 ざ け る の で は な く 、 身 近 な も の と し て 引 き 寄

せ て 感 じ て み る 。 実 際 に 富 士 山 を 見 れ ば 心 奪 わ れ て

し ま う よ う に 、 も う 一 度 「 ベ タ 」 の 意 味 を 問 い 直 し て

み る こ と も 必 要 な の で す 。 そ ん な に 簡 単 な こ と で は
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小
論
文

評 価 ポ イ ン ト

　 課 題 文 の 内 容 に 対 し て 賛 成 ／ 反 対 を 表 明 す

る 前 に 、 ま ず は 内 容 に つ い て 深 掘 り し て い る 点

が 評 価 で き ま す 。「 感 情 の ロ ー ル モ デ ル 」 と い っ

た 言 葉 で 議 論 を わ か り や す く 展 開 し て い る の

も 巧 み で す 。 課 題 文 に 沿 う ば か り で な く 、 そ

も そ も 卒 業 式 の 感 動 ソ ン グ に ベ タ を 感 じ て し

ま う の は な ぜ な の か ？ と い う 自 分 な り の 問 い

を 立 て ら れ て い る と こ ろ も 、 課 題 文 を 自 分 の

も の に し よ う と い う 意 欲 が 感 じ ら れ 、 好 印 象

で す 。

感 情 共 有 装 置 と し て の 「 ベ タ 」

　 卒 業 式 の 感 動 的 な シ ー ン で 、 感 動 的 な 曲 が 流 れ る 。 筆 者

の 挙 げ た こ の 例 の よ う に 、 学 校 行 事 等 で 特 定 の 感 情 を 誘

発 さ せ る た め の 装 置 と し て い わ ゆ る 「 ベ タ 」 な 流 れ が 利 用

さ れ る こ と は 多 い 。 そ し て こ の 「 ベ タ 」 な 流 れ は 同 調 圧 力 に

似 て い な が ら そ れ と は 非 な る も の で あ る 。 以 降 は 、 筆 者 の

い う 複 雑 に な り す ぎ た 時 代 、 つ ま り 多 様 性 の 時 代 に お け

る 「 ベ タ 」 の 影 響 を 読 み 解 い て い き た い 。

　 多 様 性 の 時 代 に な り 、 学 生 の 精 神 状 態 は よ り 不 安 定 に

な っ た と 考 え る 。 ま だ 自 分 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 定 ま っ て

い な い 中 で 多 様 な 価 値 観 を 目 に し 揺 れ る 。 そ れ は と て も

良 い こ と だ が 同 時 に 不 安 で も あ る 。 多 様 性 が 生 む 感 情 の

多 様 性 は 迷 い に も 繋 が る の だ 。 そ の 中 で 「 ベ タ 」 な 状 況 は

あ る 種 「 感 情 の ロ ー ル モ デ ル 」 の よ う な も の で あ る と も い

え る 。 学 生 は そ の モ デ ル に 習 う こ と で 感 情 の 流 れ を 学 ぶ こ

と が で き 、 そ れ は 他 人 と 感 情 を 共 有 す る 際 に 役 立 て る こ

と が で き る 。

　 そ も そ も 、 な ぜ 卒 業 式 で 感 動 的 な 曲 を 流 す こ と を 、 人 は

「 ベ タ 」 だ と 思 う の か 。 そ れ は 人 生 の 先 輩 方 も そ こ で 感 動 し

た か ら で あ る と 考 え る 。 「 ベ タ 」 は 時 代 を 超 え て 繋 が れ て

き た 歴 史 的 な も の で あ り 、 多 様 性 の 時 代 に お い て 独 立 し た

個 々 人 の 感 情 を 繋 げ る こ と の で き る 数 少 な い 手 段 の 一 つ で

も あ る の だ 。 こ れ が 筆 者 の 言 う 、 複 雑 化 ・ 細 分 化 し す ぎ て

し ま っ た 社 会 を な ん と か 維 持 す る た め の 「 ベ タ 」 で あ る と

推 察 す る 。

　 多 様 性 の 時 代 に な り 、 素 晴 ら し い 価 値 観 や 考 え が 世 の

中 に あ ふ れ て い る 現 在 で も 、 不 思 議 と 私 た ち は 他 人 と 感

情 を 共 有 す る こ と に 安 心 感 を 覚 え る 。 時 代 を 超 え て 繋 が

れ て き た 「 ベ タ 」 は そ れ を 可 能 に す る 。 感 情 共 有 の 装 置 と

し て 、 現 在 も 多 く の 人 の つ な が り を 担 保 し て い る の だ 。

参 考 解 答

33



 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 後 期 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 坂 村 健 著 『 イ ノ ベ ー シ ョ ン は い か に 起 こ す か Ａ Ｉ ・ Ｉ ｏ Ｔ 時 代 の 社 会 革 新 』 （ Ｎ

Ｈ Ｋ 出 版 ／ ２ ０ ２ ０ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 、 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

Ｉ ｏ Ｔ と イ ノ ベ ー シ ョ ン

　 Ｉ ｏ Ｔ （ Internet of Things ） と は 「 モ ノ の イ ン タ ー ネ ッ

ト 」 と い わ れ る よ う に 、 現 象 面 か ら 見 れ ば 、 モ ノ が イ ン タ ー

ネ ッ ト に つ な が る こ と で 、 つ な が っ た モ ノ に 関 す る 各 種 の

サ ー ビ ス （ 操 作 を 行 っ た り 情 報 を 得 た り ） が ネ ッ ト を 通 し て

使 え る と い う こ と だ 。

　 し か し 、 単 に 機 器 と 機 器 が 接 続 し 、 モ ノ が 遠 隔 で 操 作 で

き る だ け だ っ た ら 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 離 れ た 場 所 か

ら ス マ ー ト フ ォ ン で 機 器 の 操 作 が で き た り 、 エ ア コ ン の 状

態 が イ ン タ ー ホ ン の 画 面 で 見 え る と い っ た サ ー ビ ス が 、 す

で に 20 年 ほ ど 前 か ら 存 在 し て い た 。 北 欧 で は 、 自 宅 に 帰

る 前 に 暖 房 機 の ス イ ッ チ を 車 載 電 話 機 か ら 入 れ る と い っ た

サ ー ビ ス が 、 30 年 以 上 前 か ら で き て い た 。

　 こ の よ う な 単 な る ネ ッ ト 対 応 と 、 世 界 で 今 話 題 に な っ

て い る Ｉ ｏ Ｔ と い わ れ て い る も の の 違 い は 、 前 者 が 「 単

に 機 器 が ネ ッ ト に つ な が る 」 こ と な の に 対 し て 、 後 者 は

「 イ
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

ン タ ー ネ ッ ト の よ う に 機 器 が つ な が る 」 と い う こ と だ 。

こ の 違 い は 重 要 だ 。

　 イ ン タ ー ネ ッ ト の よ う に つ な が る と は 、 「 オ ー プ ン 」 に つ

な が る と い う こ と だ 。 イ ン タ ー ネ ッ ト は 決 め ら れ た 通 信 手

順 （ プ ロ ト コ ル ） に 従 え ば 、 接 続 す る 相 手 を 制 限 せ ず 誰 と で

も つ な が る と い う オ ー プ ン 性 ゆ え に 、 多 く の イ ノ ベ ー シ ョ

ン を 生 ん だ 。 そ れ に 対 し 、 日 本 で Ｉ ｏ Ｔ と い わ れ て い る も

の は 、 機 器 を 作 っ た メ ー カ ー の ア プ リ に し か つ な が ら な い

と い っ た よ う に 、 残 念 な が ら ク ロ ー ズ 志 向 な の だ 。

　 例 え ば ス マ ー ト フ ォ ン で テ レ ビ の 録 画 予 約 が で き る と い

っ て も 、 テ レ ビ を 作 っ た メ ー カ ー の 純 正 ア プ リ か ら し か 操

作 で き な か っ た り す る 。 こ う い う も の は 単 に ネ ッ ト か ら 操

作 が で き る と い う だ け で 、 Ｉ ｏ Ｔ と は 言 え な い 。

　 で は 、 ど の よ う な こ と が で き れ ば Ｉ ｏ Ｔ と 呼 べ る の か 。

そ も そ も イ ン タ ー ネ ッ ト と は 、 世 界 中 の コ ン ピ ュ ー タ ー を

全 部 つ な げ よ う と い う 考 え 方 が 、 そ の 原 点 に あ る 。 そ れ は

す な わ ち 、 あ る 企 業 が 自 分 の コ ン ピ ュ ー タ ー を ネ ッ ト に つ

な げ た ら 、 そ の 機 能 を 誰 に で も 使 わ せ て あ げ る と い う こ と 。

も ち ろ ん 誰 に で も と 言 っ て も 、 約 束 を 決 め て そ れ を 守 っ て

く れ る 人 だ け に 使 わ せ る と い っ た よ う に 許 可 条 件 の あ る

の は 当 然 で 、 そ う い う こ と を ア ク セ ス コ ン ト ロ ー ル と い う が 、

明 示 的 条 件 が 合 え ば 誰 と で も つ な が る と い う の が 原 則 だ 。

　 そ し て 、 あ る シ ス テ ム か ら 他 の シ ス テ ム の 機 能 を 使 わ せ

る と い う と き に 必 要 に な っ て く る の が 、 Ａ Ｐ Ｉ （Application 

Program Interface ／ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム ・ イ

ン タ ー フ ェ ー ス ） だ 。 例 え ば 、 ビ デ オ 機 器 を ネ ッ ト に つ な げ

た ら 、 ネ ッ ト か ら ど う い う 命 令 を 送 れ ば 録 画 が 開 始 さ れ る

か と い っ た 、 機 器 を 制 御 し て い る プ ロ グ ラ ム へ の ア ク セ ス の

仕 方 を オ ー プ ン ― ― 公 開 し 、 適 切 な ア ク セ ス コ ン ト ロ ー ル

の も と で 、 他 の 人 が 作 っ た プ ロ グ ラ ム か ら も 操 作 で き る よ

う に す る 。 結 果 、 自 社 製 ・ 他 社 製 や 通 信 キ ャ リ ア を 問 わ ず 、

ど ん な ア プ リ か ら で も 許 可 さ れ た 場 合 は 操 作 で き る よ う

に な る 。 つ ま り 、 企 業 の 枠 を 越 え 、 機 器 同 士 が つ な が る 。 こ

う し た オ ー プ ン な イ ン フ ラ に 支 え ら れ る の が 本 来 の Ｉ ｏ Ｔ

の 世 界 な の だ 。

　 オ ー プ ン な Ｉ ｏ Ｔ を 上 手 に 活 用 す れ ば 、 ア イ デ ア 次 第 で 、

新 し い 需 要 を 生 み 出 す よ う な 画 期 的 な 製 品 や ア プ リ を 生

み 出 せ る 可 能 性 が あ る 。 し か も 機 器 を 作 っ た メ ー カ ー に と

っ て は 、 ま っ た く 交 流 の な か っ た 外 国 の ソ フ ト 会 社 が 便 利

な ス マ ホ ア プ リ を 開 発 し て く れ て 、 そ の た め 自 社 製 品 の 売

上 が 上 が っ て い く と い う 可 能 性 も あ る 。

　 と こ ろ が 日 本 の 多 く の メ ー カ ー は 、 自 社 の 技 術 や ノ ウ ハ

ウ が 社 外 に 流 出 す る こ と や 、 ユ ー ザ ー に 対 す る 動 作 保 証 の

問 題 を 慎 重 に 考 え す ぎ 、 こ う い っ た 取 り 組 み に と て も 閉 鎖

的 だ っ た 。 他 と つ な が る と い う こ と に 抵 抗 が あ っ た わ け だ 。

し か し 、 こ れ か ら の 市 場 で 競 争 し て い く に は 、 も っ と 前 向

き に 考 え 、 オ ー プ ン な Ｉ ｏ Ｔ の 考 え 方 で 製 品 を 開 発 し て い

く 時 期 に 来 て い る 。

　 Ｉ ｏ Ｔ 時 代 に は ソ フ ト ウ エ ア 的 な 発 想 が 求 め ら れ る 。 フ

ェ イ ス ブ ッ ク や ツ イ ッ タ ー か ら 最 近 の ウ ー バ ー ま で 、 ソ フ

ト ウ エ ア に よ る サ ー ビ ス だ け に 特 化 し 、 モ ノ の 製 造 ・ 販

売 は や ら な い と い う ビ ジ ネ ス モ デ ル を 構 築 す る 企 業 が 台

頭 し て き て い る 。 そ の や り 方 ゆ え に 彼 ら は 利 益 率 が 高

く 、 ２ ０ １ ５ 年 末 に は 創 業 か ら わ ず か ５ 年 半 の ウ ー バ ー が 、

１ ０ ０ 年 以 上 の 歴 史 を 誇 る Ｇ Ｍ （ ゼ ネ ラ ル モ ー タ ー ズ ） を 時

価 評 価 で 追 い 抜 く と い う こ と が 起 こ る 。

　 だ か ら と い っ て 、 す べ て の 日 本 の 製 造 企 業 が も の づ く り

を や め 、 ソ フ ト ウ エ ア だ け で イ ノ ベ ー シ ョ ン を 起 こ す こ と

は で き な い だ ろ う し 、 そ う す べ き と も 思 わ な い 。 部 品 や 素

材 に 強 い 企 業 な ら そ れ を 極 め る と い う 選 択 も あ る 。 事 実 、

日 本 の 部 品 ・ 素 材 メ ー カ ー は 海 外 か ら 見 て も 依 然 と し て 優

秀 で 、 ｉ ｐ ｈ ｏ ｎ ｅ の 部 品 の 50 ％ 近 く は 日 本 製 だ と 言 わ れ る 。
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し か し 、 全 体 と し て 見 る な ら ば 、 Ｉ ｏ Ｔ の 流 れ の 中 で ソ フ

ト ウ エ ア の 比 重 が 高 ま る の は 確 実 だ 。

　 必 要 な の は 、 常 に 知 識 と 技 術 を 磨 き 、 世 界 の 動 き を 見 て

決 断 す る こ と だ 。 こ れ か ら 世 の 中 が ど う い う 方 向 に 進 み 、

ど の よ う な こ と が 予 想 さ れ る か を 常 に 自 分 の 頭 で 考 え て 、

自 分 た ち は ど う い う 位 置 に い て ど う す る か を 決 め て い か

な い と い け な い 。 そ う で な け れ ば 未 来 の マ ー ケ ッ ト を 抑 え

る こ と な ど と て も で き な い だ ろ う 。

イ ノ ベ ー シ ョ ン は オ ー プ ン 性 か ら 生 ま れ る

　 繰 り 返 し に な る が 、 重 要 な の は 「 イ ン タ ー ネ ッ ト の よ う

に モ ノ を つ な ぐ 」 こ と 。 し つ こ い よ う だ が 「 イ ン タ ー ネ ッ ト

の よ う に 」 と は 、 「 オ ー プ ン 性 」 に 基 づ い て つ な が な け れ ば

な ら な い と い う こ と だ 。「 オ ー プ ン 性 」 こ そ が イ ン タ ー ネ ッ

ト の 本 質 な の だ か ら 。

　 軍 事 向 け に 利 用 さ れ て き た イ ン タ ー ネ ッ ト 技 術 が 民 間

に 転 用 さ れ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ パ イ ダ ー サ ー ビ ス が 始 ま っ

た の が １ ９ ８ ９ 年 （ 平 成 元 年 ） 。

　 な ぜ イ ン タ ー ネ ッ ト で 多 く の イ ノ ベ ー シ ョ ン が 起 こ っ た

か と い う と 、 オ ー プ ン な イ ン フ ラ 、 基 盤 だ っ た か ら だ 。 誰 も

が つ な が り た い と 思 っ た と き に つ な が れ る こ と に よ り 、 ビ

ジ ネ ス の 機 会 は 増 え て い っ た 。 機 器 を つ な げ て い る 同 じ 基

盤 で コ ン テ ン ツ や プ ロ グ ラ ム の 流 通 が で き 、 情 報 を 交 換 し

た り 、 シ ェ ア し た り す る こ と も で き る 。 こ う い う 多 様 的 な

基 盤 だ っ た か ら 世 界 を 変 え た 。

　 こ れ ら す べ て が イ ン タ ー ネ ッ ト の 本 質 、 す な わ ち 「 い つ

で も 、 ど こ で も 、 だ れ で も 、 な ん の た め に で も 、 プ ロ グ ラ ム

や 機 器 を つ な ぐ こ と が 自 由 に で き る 」 と い う オ ー プ ン 性 に

よ る も の だ 。

　 そ し て 、 オ ー プ ン に な っ て い く か ら こ そ 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン

が 起 こ る 。 こ こ が 重 要 だ 。 何 か を す る の に 誰 か に 断 ら な け

れ ば い け な か っ た り 、 何 か を や ろ う と し た と き に 誰 か の 支

配 を 受 け た り す る ク ロ ー ズ な 環 境 で は 、 な か な か イ ノ ベ ー

シ ョ ン は 起 き な い 。

　 イ ン タ ー ネ ッ ト が 、 な ぜ 今 の 社 会 に 大 き な 影 響 を 与 え た

の か 。 そ の 本 質 が こ の オ ー プ ン 性 に あ る こ と を 、 ま ず 理 解

す る こ と が 重 要 だ 。
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　 問 題 文 の 主 張 に 対 し て 自 身 の 考 え を 述 べ る

こ と で す 。 賛 成 、 反 対 の 立 場 で も 、 ま た 関 連 し

た 自 身 の 考 え で も か ま い ま せ ん 。 考 え を 述 べ

る こ と が 小 論 文 と し て 大 事 で す 。 続 い て 、 自 身

の 経 験 、 学 ん だ こ と な ど を 交 え て 、 論 に 説 得

力 を 与 え る こ と で す 。 こ れ ら は 文 章 の 書 き 方 、

論 の 進 め 方 と し て 受 験 生 と し て 訓 練 し て お く

こ と で す 。 誤 字 の な い こ と 、 ボ キ ャ ブ ラ リ ー の

豊 か さ な ど も 大 事 な ポ イ ン ト で す 。

　 こ の 参 考 解 答 は 主 張 が 明 確 で す 。 オ ー プ ン

性 と 多 様 な 価 値 観 を 受 け 入 れ る こ と の 重 要 さ

と そ の た め に 我 々 が す べ き こ と を 主 張 し て い

ま す 。 文 字 数 の 制 限 の あ る な か で こ の ２ 点 を

論 じ る に は 文 章 力 が 問 わ れ ま す が 、 意 欲 的 な

点 を 評 価 し ま し た 。

オ ー プ ン な 日 本 社 会 の た め に

　 筆 者 は 、 I o T と は イ ン タ ー ネ ッ ト の よ う に モ ノ が つ な

が る こ と で あ り 、 企 業 の 枠 を 越 え て 、 機 器 同 士 が つ な が る

オ ー プ ン な 状 態 こ そ 、 本 来 の I o T の 世 界 で あ る と 述 べ て

い る 。 オ ー プ ン に な っ て い く か ら こ そ 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン は 起

こ る こ と を 理 解 し 、 常 に 知 識 と 技 術 を 磨 き な が ら 世 界 の

動 き を み て 決 断 す る こ と が 大 切 と あ る 。

　 私 は 自 分 の 世 界 が 狭 い こ と を 認 識 し 、 多 様 な 価 値 観 を

受 け 入 れ る こ と が 大 切 だ と 考 え る 。 日 本 に は 「 ウ チ 」 と 「 ソ

ト 」 の 文 化 が 強 く あ る 。「 ウ チ 」 と 「 ソ ト 」 の 文 化 と は 「 ウ チ 」

で は 深 く つ な が る が 、 「 ソ ト 」 の も の に は 厳 し く あ た り 、 排

除 し よ う と す る 文 化 だ 。 こ の 文 化 に よ っ て 現 代 の 日 本 社 会

は 閉 鎖 的 な も の と な っ て い る 。

　 し か し 、 オ ー プ ン な 状 態 に こ そ 、 新 し い 考 え や 出 会 い は

生 ま れ る 。 中 学 時 代 に 行 っ た グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は 、

自 分 の グ ル ー プ の 考 え に 他 者 の グ ル ー プ の 考 え を 加 え た り

比 較 し た り す る こ と で 、 新 鮮 な 考 え を 生 み 出 す こ と が 出

来 た 。

　 自 分 の 世 界 が 狭 い こ と を 認 識 し 、 多 様 な 価 値 観 を 受 け

入 れ る た め に 、 私 た ち が す べ き こ と は 二 つ あ る 。

　 一 つ 目 は 様 々 な 人 と 関 わ る こ と だ 。 多 様 な 人 と 関 わ る こ

と で 、 人 の 価 値 観 や 生 活 様 式 が 多 様 で あ る こ と を 知 り 、 自

分 の 世 界 が 狭 い こ と を 認 識 で き る 。

　 二 つ 目 は 世 界 の 状 況 を 、 自 分 の 目 で 見 る こ と だ 。 直 接 本

物 に 触 れ る こ と で 、 自 分 の 考 え や 価 値 観 を 変 え た り 、 世 界

に つ い て 身 近 に 知 る こ と が で き る 。

　 今 あ る 私 た ち の 世 界 は 閉 じ ら れ て い て 、 他 の 人 々 と 交 流

が あ ま り で き な い 。 多 様 な 価 値 観 を 受 け 入 れ 、 理 解 す る こ

と で 日 本 社 会 は オ ー プ ン な 状 態 と な り 、 新 し い 考 え が 生 ま

れ や す い 社 会 に な る と 、 私 は 考 え る 。

参 考 解 答
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　 問 題 文 の 主 張 に 対 し て 自 身 の 考 え を 述 べ る

こ と で す 。 賛 成 、 反 対 の 立 場 で も 、 ま た 関 連 し

た 自 身 の 考 え で も か ま い ま せ ん 。 考 え を 述 べ

る こ と が 小 論 文 と し て 大 事 で す 。 続 い て 、 自 身

の 経 験 、 学 ん だ こ と な ど を 交 え て 、 論 に 説 得

力 を 与 え る こ と で す 。 こ れ ら は 文 章 の 書 き 方 、

論 の 進 め 方 と し て 受 験 生 と し て 訓 練 し て お く

こ と で す 。 誤 字 の な い こ と 、 ボ キ ャ ブ ラ リ ー の

豊 か さ な ど も 大 事 な ポ イ ン ト で す 。

　 こ の 参 考 解 答 は 偉 人 の 名 言 を 引 き 合 い に 出

し 、 オ ー プ ン 性 の 重 要 性 と 日 本 の 非 オ ー プ ン 性

の 現 状 を 示 し オ ー プ ン 化 を 勧 め て い ま す 。 論 の

運 び 方 は や や 雑 な 面 も 見 ら れ ま す が 論 理 の 展

開 は 明 瞭 で 評 価 し ま し た 。 そ れ ぞ れ の 説 明 を

厚 く し 、 主 張 の 論 点 を 絞 れ ば さ ら に 良 い 文 章

に な り ま す 。

賢 者 は 歴 史 か ら 学 ぶ

　 私 は 筆 者 の 主 張 す る よ う に 日 本 も オ ー プ ン 志 向 へ と 転

換 し て い く べ き だ と 考 え る 。 な ぜ な ら 、 オ ー プ ン に す る こ

と は 自 分 た ち の 利 益 に な る と 同 時 に 自 分 た ち の 技 術 の 発

展 へ と 繋 が る か ら で あ る 。

　 と あ る 偉 人 の 名 言 に 次 の よ う な も の が あ る 。「 自 分 か ら

生 ま れ て き た 発 想 は 、 積 極 的 に 発 信 し て い く べ き だ 。 人 に

盗 ま れ る の が 恐 い と い う 発 想 は そ の 程 度 の 発 想 な の だ 。 」

こ の 言 葉 は ま さ に 今 の 閉 鎖 的 な 日 本 が 意 識 す る べ き 言 葉

で あ る 。 確 か に 自 分 た ち の 発 想 や 技 術 を オ ー プ ン に す る に

は か な り の 勇 気 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 オ ー プ ン に す る こ

と で 多 く の 意 見 を 聞 く こ と が 出 来 、 自 分 た ち の 発 想 や 技

術 の 課 題 点 が 見 え る よ う に な る こ と で 発 想 や 技 術 の 発 展

へ と 繋 が る の で あ る 。

　 日 本 人 は か な り 保 守 的 な 民 族 で あ る 。 だ が 、 世 界 は 今 多

く の 課 題 を 抱 え て い る 。 代 表 的 な 例 が 地 球 温 暖 化 だ 。 地 球

温 暖 化 が 進 行 す る こ と で 今 住 む 場 所 を 離 れ な け れ ば な ら

な い 人 々 が 現 れ 、 さ ら に は 氷 が 溶 け る こ と で 古 代 の ウ ィ ル

ス が 再 び 地 球 上 に 出 現 す る こ と が 予 想 さ れ て い る 。 こ れ ら

の 課 題 は 世 界 全 体 で 解 決 し て い く べ き で あ る 。 そ れ ゆ え

に 今 、 日 本 は 閉 鎖 的 に な る の で は な く 、 技 術 や ノ ウ ハ ウ を

オ ー プ ン に す る こ と で 世 界 に 協 力 す る べ き な の で あ る 。

　 日 本 は か つ て 鎖 国 に よ っ て 閉 鎖 的 な 環 境 が 長 く 続 い た 。

し か し 、 明 治 維 新 に よ っ て 海 外 の 文 化 が 多 く 入 っ て き た こ

と に よ り 国 は 大 き く 成 長 を 遂 げ た 。 そ れ に も 関 わ ら ず 、 今

の 日 本 は 閉 鎖 的 な 環 境 に ど こ か 安 心 感 を 感 じ て い る の だ 。

愚 者 は 経 験 に 学 び 、 賢 者 は 歴 史 か ら 学 ぶ こ と は 既 に 歴 史 が

証 明 し て い る 。 日 本 は 明 治 維 新 の 歴 史 か ら 学 び 、 閉 鎖 的 な

環 境 か ら 脱 却 す る べ き で あ る 。 多 く の 国 が 技 術 や ノ ウ ハ ウ

を オ ー プ ン に す る こ と で 、 そ れ ぞ れ の 国 の 技 術 力 や ノ ウ ハ

ウ は 発 展 し 、 世 界 が 抱 え る 多 く の 問 題 が 解 決 さ れ て い く

と 私 は 考 え て い る 。

参 考 解 答
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デッサン

●アドバイス
モチーフは日用雑貨としてみなさんが日頃から目にしてい
るモノです。普段目にしているモノだからこそ改めてしっか
り観察する事から始めてみてください。また、モノと人（手）
がどのように接しているのかも観察してみましょう。そして、
沢山描いてみることが大切です。デッサンの評価ポイント
は「観察」「構成」「描写」の３つです。この評価ポイントに従
って描いてみましょう。

（1）観察
「観察」のポイントは、モチーフが持っている情報を収集し、
それがどういうモノなのかを理解できているか？です。手
は骨格や筋肉のつき方など、皮膚の下にある構造を意識
することが必要です。各指の太さや長さ、手のひらの大き
さ、厚み、手首と腕の長さなど、それぞれの比率も重要なポ
イントです。また皮膚や爪などの質感表現は、「手らしさ」を
表す大切な部分です。日用雑貨も同じように構造的な観察
を行ってください。紙コップなどのモチーフは形や比率の正
確さが特に重要です。またコップの縁の膨らみや紙の薄さ、
持ったときの軽さ、ロープの柔らかさなど、その物らしさを
表す部分を見落とさないようにしましょう。

（2）構成
「構成」のポイントは、モチーフの組み合わせ方、そしてそれ
らを画面にどのように描いているか？です。まず手と日用
雑貨の組み合わせ方が重要です。モチーフそれぞれの「ら
しさ」が出るポーズ、アングル、組み合わせた時に立体的な
空間を作れているか等を注意深く確認しましょう。次に画
面にどのように配置するかですが、大き過ぎず、小さ過ぎず、
画面の余白との関係をしっかり確認して位置を決めましょう。

（3）描写
「描写」のポイントは、観察し構成したモチーフがしっかり
描き込まれているか？です。そのためには光の方向を定め、
陰影のつき方に矛盾が起きないようにしましょう。また、モ
チーフの手前と奥の描き込み密度、鉛筆の濃淡の使い分け、
観察や構成から得られた事を整理して描き込むようにしま
しょう。

出題内容 鉛筆によるデッサン
モチーフ：日用雑貨と手（片手・両手いずれも可）（全入試共通）

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
観察力：形、質、色などモチーフが持っている情報をどれだけ多く得られているか
構成力：モチーフの組み合わせ方、画面にどのように描いているか
描写力：観察して構成したものをしっかり描いてモチーフの特徴が第三者にも判るか

大学で用意するもの B3画用紙、下書用紙（A3、2枚）

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

鉛筆デッサン用具一式、カルトン（画板）またはパネル、カルトン用クリップ、フィキサチーフ（定着液は
試験終了時に限って使用可）
使用可：鉛筆（シャーペン可）、消しゴム（練り消しゴム含む）、鉛筆削り用具（カッター含む）、デッサ
ンスケール（デスケル）、擦筆、羽ぼうき（製図用ブラシ含む）、はかり棒、定規、ティッシュおよびガ
ーゼ（袋から出して使用）

※2026年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 180分
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ン

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：紙コップ

総合型選抜入学試験［併願型］

問題

参考解答

評価コメント
構図を大きくとりながらも下の余白を
広くすることで空間がすっきりし、手
の動きと紙コップの軽さをうまく表現
しています。モチーフを潰して変形さ
せることで薄さなどの特徴を際立た
せる工夫もされています。人差し指の
第２関節と中指の第1関節付近の不
自然さは、指の内側の面を設定しなが
ら描写することによって改善されるで
しょう。
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評価コメント
モチーフと手のバランスがよく、画面
全体に安定感のある構図が取られて
います。潰れた紙コップの質感や構
造を丁寧に観察し、素材特有の表情
を的確に表現できています。変形の
仕方も自然で、元の形状を連想させ
る描写力の高さを感じます。小指の描
写にもう少し注意が払われると、作品
全体の完成度がさらに高まるでしょう。

評価コメント
コップを画面の外へはみ出させること
で、安定感と動きを両立させた構図が
生まれています。親指の丁寧な描写
によって、奥行きが感じられ、指の遠
近も的確に表現されています。人差し
指の先の立体感やコップ内部の空間
描写にはやや弱さがあるものの、光を
丁寧に観察しており、全体としては正
確な描写と空間構成ができています。
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評価コメント
指が見切れるほどの大胆な構図と、
緻密な描写の対比によって画面以上
のスケールを感じます。手は、全体の
厚みを意識し、手首の骨や指の腱の
盛り上がりを繊細に描いています。各
指の形の個性も深く観察できていま
す。柔らかな皮膚に対して硬質な爪
や紙コップの存在感が弱いので、H

系の鉛筆での描き込みを増やし、質
感の差を明確に出せるとさらに良い
です。

評価コメント
画面ギリギリまで大きく配置された構
図はインパクトがあります。手のポー
ズによって出来た空間にモチーフが来
るように工夫し手の立体感をしっかり
描いている点は非常に良いです。紙
コップの開口部に比べ下の部分の形
が弱く見えてしまっている点が残念
です。手と同じように紙コップもしっか
りと立体感を出すと良いでしょう。
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与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：刷毛（ハケ）

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験

参考解答

評価コメント
空間を意識した構図と画角が印象的
なデッサンです。親指や刷毛の金属・
毛の質感を丁寧に描き込むことで、画
面に奥行きとメリハリが生まれていま
す。一方で、手首の曲がり方にやや不
自然さがあり、中指の描写もやや甘い
ため、細部の観察力と描写力にさらな
る向上の余地があります。
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評価コメント
モチーフが正確に描写されており、木
材や金属、毛といった異なる素材感
も的確に描き分けられています。手
のしわや陰影は繊細なタッチで表現
され、非常に高い解像度を感じさせま
す。各指がモチーフと巧みに絡み合い、
構図としても見どころが多く、完成度
の高い一枚となっています。

評価コメント
刷毛に差し込んだ人差し指が大胆な
存在感を放ち、力強い構図を生み出
しています。指が刷毛をつかむ接点
を丁寧に描写し、緊張感のあるデッサ
ンに仕上がっています。手首の描写
にはやや弱さが見られますが、光を注
意深く観察することで、正確な描写と
柔らかで自然な立体感を表現できて
います。
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評価コメント
モチーフの特徴をしっかりと表せる
ポーズで画面に上手に入れています。
刷毛の柔らかさと空間を表現するた
めに描いた影が効果的です。奥に見
えている小指と薬指の描写が弱いた
め奥行きを感じづらくなっている点が
残念です。影になる部分の描写をH

系の鉛筆を利用して濃淡を調整しな
がら描き込むと良いでしょう。
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与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：木製ピンチ

問題

 一般選抜入学試験［後期］

参考解答

評価コメント
大きさ、画面の配置バランス、ポージ
ングがしっかり検討・計画されていま
す。親指の付け根周辺の観察と描写
が優れており、モチーフを掴む指の力
まで伝わってきます。手の輪郭線が
少し強すぎる反面、器物であるモチー
フの存在が弱く感じられます。木目に
惑わされずに形の角と面を的確に捉
え、各箇所の明暗の差（コントラスト）
をもっと出せると良いでしょう。
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評価コメント
斜め下から見上げたアングル、指の
曲げ方のバリエーション、遠近感を強
めるモチーフの向きによって、躍動感
が伝わります。四角いモチーフに顕著
ですが、丸みのある手指にも細かな
面が設定され、面に明確な方向性が
与えられていることも立体感が出て
いる要因です。手の内側の濃度が高
すぎて空間が潰れてしまっているので、
大きな濃淡の調整が必要です。

評価コメント
丁寧に描き込まれた親指が主役とし
て力強い存在感を放っています。親
指と洗濯バサミの影が薬指と小指に
落ち、空間がやや複雑になっていま
すが、曲げた手首から人差し指への
奥行きや、洗濯バサミのパース、大き
く曲げた人差し指の形が相まって、大
胆な構図の中に力強い空間描写が表
現されています。
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評価コメント
画面への入れ方（構成）、手とモチー
フの質感の描き方（描写）が非常に上
手く出来ています。また、モチーフらし
さ（観察）を表現するためのポーズも
良いです。評価のポイントをしっかり
押さえている点は非常に評価できま
す。ただモチーフである木製ピンチの
パースが狂ってしまっている点が残
念です。形を正確に捉えられるとさら
に良いです。

デ
ッ
サ
ン

47



水彩画 試験時間 300分

●総合型選抜入学試験［併願型］ 出題のねらい
1月及び3月実施の入試と異なり、限られた数（1～2点）の
モチーフで水彩画の試験を行ないます。対象の構造を理解
し、どこまで対象に迫ることが出来るのかということが特
に重要です。目前の対象をただ写し取るだけでは無く、対
象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこうとする姿
勢、また対象の魅力を引き出していく姿勢を重視します。

●総合型選抜入学試験［併願型］ アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。絵の具における色彩表現においては、自身の色
彩感覚を大切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に
描くことを心掛けてください。
対象を理解した上で、どのように表現するのかということ
を大切にしてください。そのためには日頃から自分が何に
心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、制
作に励んでください。

●一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／
　大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
　社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／
　外国人留学生特別選抜試験 アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。構想に対しての感覚も評価のポイントです。与
えられた対象を用いて、明確な意図を示した構図、構成を
期待します。
絵の具における色彩表現においては、自身の色彩感覚を大
切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に描くことを
心掛けてください。
5時間という限られた時間の中で魅力的な画面を作るには、
何を主題とするのかをしっかり見極めて制作することが重
要です。対象を理解した上で、どのように表現するのかと
いうことを大切にしてください。そのためには日頃から自分
が何に心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、
制作に励んでください。

出題内容 水彩画制作
［試験別モチーフ］
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］：果物、野菜、無機物などの静物1～2点
◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験：
花、果物、野菜、無機物などの静物を数点

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］：果物、野菜、無機物などの静物1～2点
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で解釈、表現出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力を表現出来ているか

◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験：
　花、果物、野菜、無機物などの静物を数点
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で咀嚼、表現出来ているか
構想力（構図）：対象を卓上で組み合わせ、それらを画面上で構築することが出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力をいかに表現出来ているか

大学で用意するもの P12号の水張りパネル

受験者が用意するもの 水彩用具一式、筆洗、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、描画用具

※2026年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」をご確認ください。

水
彩
画
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モチーフを自由に配置して着彩しなさい。
モチーフ：バナナ、ワイン

総合型選抜入学試験［併願型］

問題

参考解答

評価コメント
バナナの複雑な形態を大事にしなが
らもしっかり観察し、どっしりとした量
感を表現することが出来ています。瓶
も映り込む現象を利用しながら魅力
のある色彩表現が出来ています。接
地の意識がもう少しですが、対象を
捉えようとする熱量が伝わってきます。
高さのある瓶を画面奥に配置し、一方
でバナナを手前に大胆に配置する構
成に独自の視点が見られます。

水
彩
画
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評価コメント
描写と観察において、細部まで丁寧
に観察して、魅力を引き出そうとする
姿勢が伝わってきます。表現力（色彩
表現）においても瓶とバナナの深みの
ある色相を捉え、筆で丹念に描き、質
感まで表現することが出来ています。
独自の視点で瓶の硬さとバナナの軟
らかさ、張りを表現することが出来て
おり、作者の熱量が伝わってきます。

評価コメント
描写と観察において、対象の表情や
質感、色彩に至るまで、観察がよくい
き届いています。複雑な表情を筆で
丹念に描き、細部まで描き切ることが
出来ています。光源を大事にしながら
も対象の特徴を表現しようとする姿
勢に独自の視点がみられます。一方、
その印象がやや強く、瓶とバナナの
構造、量感に難が見られます。

50



水
彩
画

与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 布（青）、クラフトバック、パスタ、リンゴ、

不知火、パンジー

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験

参考解答

評価コメント
描写と観察において、細部まで行き
届いた観察と、魅力を引き出そうとす
る描写の姿勢が伝わります。左から
の光源が美しく、接地の捉え方も丁
寧です。また、縦構図にするための工
夫が施され、独自の視点で表現する
ことが出来ています。布の質感がもう
一歩ですが、色彩表現においても筆
で丁寧に描き切り、リンゴ、紙袋、鉢
などの質感を表現することが出来て
います。
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評価コメント
描写と観察において、対象の特徴を
しっかりと捉え、自然な表情と質感を
表現することが出来ています。さらに
対象の細部まで丁寧に観察する姿勢、
対象の魅力を感じ取る視点に好感が
持てます。また、全体的にバランスよ
く配置された構成です。色彩表現に
おいても果物をはじめ豊かな色彩を
表現することが出来ています。

評価コメント
描写と観察において、それぞれをしっ
かりと描き、捉えることが出来ていま
す。布の色がやや重く、主張が強く感
じられますが、細部まで行き届いた観
察には好感が持てます。また、パスタ
の扱い、リンゴの扱いに独自の視点
が見られます。色彩表現において質
感を考えながら筆で丹念に描くことで、
対象に迫る熱量を感じます。
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評価コメント
対象の質感を意識して、しっかりと捉
えることが出来ています。細部まで行
き届いた観察は好感が持てます。
パスタの束をメインにした思い切った
構成からは独自の解釈が見られます。
色彩表現において質感を考えながら
筆で丹念に描くことで、対象に迫る意
思を感じます。

評価コメント
描写と観察において、全ての対象に
対して細部まで丁寧に観察し、魅力を
引き出そうとする姿勢が伝わってきま
す。対象それぞれの質感表現は見事
です。右に光源を設定し、バランスよ
く配置した構成には作者の意図も明
確に感じられます。また、色彩表現に
おいて質感や鮮度を考えながら筆で
丹念に描くことが出来ています。対象
に迫る熱量も感じられます。
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評価コメント
対象の魅力を引き出そうとする姿勢
が伝わります。縦構図にするための
工夫が施され、独自の視点で表現す
る姿勢も見られます。特に左からの光
源が美しく、接地の捉え方も丁寧です。
色彩表現においても果物をはじめ対
象の表面を筆で丁寧に描き切り、的
確な質感を表現することが出来てい
ます。
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一般選抜入学試験［後期］

与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： ラッパスイセン３本、みかん２個、リンゴ１個、紙風船１枚

缶ジュース（ラ・フランス）１個、ガラス瓶１個

問題

参考解答

評価コメント
対象の表情をよく観察し、描写するこ
とが出来ています。基本を重視した
構成ながら、独自の視点で透明感の
ある空間を演出することが出来ていま
す。左からの光源も優しく感じられま
す。ガラス器の構造に難がありますが、
色彩表現においても花をはじめ的確
な色相を捉えつつ、それぞれの特徴
を表現しようとする姿勢が伝わってき
ます。
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評価コメント
それぞれの特徴をしっかりと捉え、質
感と量感を表現することが出来てい
ます。自身の色彩感覚を大切にして、
細部まで丁寧に観察して描き切って
いる点に好感が持てます。特に手前
の果物の関係、質感は好感が持てま
す。全体的にやや下目の構成になり
ましたが、花とガラス器をメインに据え、
バランスよく配置した構成です。

評価コメント
対象の形態、質感をしっかりと捉える
ことが出来ています。また、色彩表現
においても質感、重量感の違いを配
慮しながら筆で丹念に描写すること
が出来ています。特に、花や果物に
対する丁寧な観察、感性が見事です。
構成も吟味され、対象の重なり方に
工夫も見られます。全体の空間感に
独自の視点、眼差しが感じられます。

水
彩
画
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油彩画

●アドバイス
「12月実施」「1月及び3月実施」の各試験は、それぞれ出題
が異なります。

12月実施の入試は、静物モチーフを油彩で描く課題です。
台に布を敷き、自然物や工業製品のモチーフが、どの角度か
らも同じに観えるよう公平に配置されています。描くときに
気を付けてほしい重要なポイントは、台とモノの関係やパー
スペクティブ、明暗、量感、質感など、基本的なモノの捉え
方です。工業製品である瓶やグラス、ブロックなどが正確な
比率で描けているか、自然物である野菜や果物、植物がみ
ずみずしく彩り豊かに描けているかなど、モノの形態や特
徴、色彩や存在感を意識することが大事です。トリミング（画
面を切り取ること）は、モチーフの主役・脇役を考え、全体
的に小ぶりにならないように気をつけて下さい。その際に
背景の面積の空けすぎにも注意しましょう。モチーフは切れ
方や配置が不自然にならないように、大きさや前後関係を
考えながら画面の中で多少移動しても構いません。水平の
台にモノが安定して置かれている状況や、空間の繋がり（手
前・中間・奥）を意識して描いて下さい。

1月及び3月実施の入試は、自画像を油彩で描く課題です。
テーマ内容やモチーフの課題に沿って、自身を自由に描きま

す。従って12月実施の入試に比べて、より自由で幅広い表
現が可能です。自画像と背景との関係を考慮しながら、ポ
ーズが画面にどのように入るかを意識して下さい。出題テ
ーマは、具体的な状況イメージを想定して、モチーフ課題は
そのモノをどのように扱い画面に入れるかを考え、自然な
状況を意識して描いてください。自画像の構図は、顔を適
度に大きく入れ、角度や動きを意識すると描くポイントや存
在感を演出できますが、アイデア次第ではそうでなくても
構いません。テーマから導かれる物語性や、モチーフの特
性を捉えた個性的なアイデアを考えてみましょう。その際、
あまり不自然な状況になり過ぎないように注意して下さい。
支給された鏡を活用し、自身の発想力を最大限に活かしな
がら自画像を描いて下さい。

どちらの入試課題も構図は縦横自由です。油絵具（アクリル
絵具も使用可）の素材の特性や色彩、物質感を活かしなが
ら、筆やナイフ、布や指などを工夫して使い、自身の感性を
引き出すよう楽しく描きましょう。しかし5時間の短い試験
時間内ですので、過度なテクニックを求めてはいません。あ
くまで観察を基本に、対象を的確に捉えながら、しっかり描
いて下さい。積極的なアプローチを心がけ、絵心溢れる絵
画制作をして下さい。

出題内容 油彩画制作（アクリル絵の具も可）
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］：静物油彩（Ｆ12号）
　器物、ガラス、野菜、果物など複数のモチーフがセッティングされた状況を描く
◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験：
　自画像油彩（Ｆ10号）テーマやモチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］：静物油彩（Ｆ12号）
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：台上に置かれた複数のモチーフを、適度な大きさで画面上にトリミングし、描くことができ
ているか
空間表現：画面全体のパースペクティブ（遠近感）を把握し、物の前後関係や奥行き、そして背景と
の繋がりが描かれているか

◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験：
　自画像油彩（Ｆ10号）テーマやモチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：ポーズやモチーフの画面への入れ方、背景との関係を意識できているか
発想力：出題テーマやモチーフの魅力を引き出すためのアイデアを思考し、自然に表現できているか
素材の扱い：油絵具（アクリル絵具）の素材の特性や、筆やナイフなど画材の扱い方を理解し、活
かせているか

大学で用意するもの ◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］：静物油彩（Ｆ12号）：F12号のキャンパス
◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験：
　自画像油彩（Ｆ10号）テーマやモチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く ：F10のキャンパス、鏡

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

油彩画用具一式（アクリル絵の具も可）、描画道具

※2026年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 300分

油
彩
画
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総合型選抜入学試験［併願型］

油彩にてモチーフを描きなさい。

問題

参考解答

評価コメント
淡いブルーを基調とした爽やかさを
感じさせる作品です。台の手前に面
積を大きく取ることで奥行きが表現さ
れ、空間に広がりが感じられます。明
るい色調の中にも明暗の対比がしっ
かり描かれており、光の方向性が明
確に伝わります。レモンやリンゴ、ビン
などの質感表現の甘さが残るものの、
全体としてまとまりのある仕上がりと
なりました。

油
彩
画
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評価コメント
ビニールタンクが真正面からの位置
になってしまいましたが、臆する事な
く画面一杯にモチーフを配置し意欲
的に描いています。水の重さによる
下部の膨らみや上面の質感描写が画
面に説得力を持たせています。背景
と台にもう少し明暗の変化が加わると
より奥行きが感じられる画面になった
でしょう。モチーフに対する素直な視
点が表れた好感のもてる作品です。

評価コメント
背景を暗くすることで、主役のビニー
ルタンク・長ネギを際立たせています。
布やビニールタンク、りんごに見られ
るおおらかな筆致と、アルミホイルの
細かい描写の対比にめりはりを感じ
ます。瓶やレモンなど、主役以外のモ
チーフに質感描写が加わるとさらに魅
力的な作品になるでしょう。

油
彩
画
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油
彩
画

評価コメント
独特の色調、筆致が魅力的な作品で
す。隅々まで神経が行き届いており、
作者の画面に対する真摯な姿勢が感
じられます。アーチ状に配置された長
ネギと背景のライン、画面の左右の
瓶による構成が魅力的です。独自の
視点で細部までこだわりを持って描
き切っています。台を見下ろす視点と
レンガとのパースのズレや、カップの
楕円など人工物の形態にはもっと観
察が必要です。
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油
彩
画

一般選抜試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［１科目利用］
社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験／外国人留学生特別選抜試験
問題

与えられたモチーフを入れて、「変身」をテーマに油彩
（アクリル絵具の使用も可）にて自画像を描きなさい。
モチーフ  ： 紙袋 

参考解答

評価コメント
モチーフで顔は覆われ表情は分かり
ませんが、小さな隙間から覗かれた目
や鼻、口だけで伝わる表現は秀逸です。
熟考された少ない色数とデリケートな
筆のタッチで緊張感のある画面を構
成し、強い余韻を残しています。細部
への意識の中に質感の違いを表現で
きれば、より一層インパクトのある画
面になります。
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油
彩
画

評価コメント
ツノや牙、そして何かを吐き出だして
いるその表情は鋭く、変身後の自分
でしょうか。冷たい空気感を表現した
色彩や繊細な筆の動き、高い描写力
が作品の物語性を生み出しています。
ただ全体的に絵の具のつきが弱いの
で隅々まで気を配り、画面の強さを意
識するともっと魅力的で美しい作品に
なるでしょう。

評価コメント
紙袋の中にもう一人の自分が閉じ込
められているような構成は、「変身」と
いうテーマに対して独自の視点を示し
ています。振り向く表情にも強い訴え
かけが感じられます。その狙いは作品
の魅力となっていますが、顔以外の
部分では絵の具の使い方が消極的
になっており、薄塗りによる物足りな
さが否めません。紙袋の形状や質感、
肩の量感、背景の表現にも丁寧な観
察と描写を重ねることで、画面全体
の完成度がさらに高まるでしょう。
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評価コメント
モチーフで王冠を作り自分を「変身」さ
せたアイディアはユニークです。じっ
とこちらを見つめる表情と大胆な構図
が存在感を引き立てています。顔の
構造もよく捉えており肌の質感、描き
込みも魅力的です。背景や洋服をも
う少し積極的に描写することで、より
観者を自分の世界へ誘うでしょう。

評価コメント
紙袋と自画像が一体化し、袋の中か
ら手が這い出してくるような構成はユ
ニークかつ魅力的で、「変身」というテ
ーマに対する素直なアプローチが感じ
られます。拙い部分もありますが、持
てる力を精一杯使って表現しようとす
る姿勢が伝わってきます。頬を捉えた
筆致が顔の存在感を際立たせ、画面
に説得力を与えています。目や耳、鼻
といった細部には、もう一段階踏み込
んだ観察と描写が求められます。
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評価コメント
煙の中から紙袋を持つ自身が現れる
のか、あるいは袋に息を吹き込んで
何かを呼び出そうとしているのか、自
由な発想で想像を膨らませてくれる
作品です。緻密に描かれた自画像と、
絵の具の勢いを生かした筆致との対
比が画面にダイナミズムを生んでい
ます。紙袋の形状や質感をもう少し
丁寧に描写し、絵の具の動きとの関
係性をさらに工夫することで、表現の
説得力が一層高まるでしょう。

評価コメント
紙袋を被り、破れた部分から顔が覗く
という構成は、「変身」というテーマへ
のストレートなアプローチです。しかし、
誠実に描かれた顔の表現や、シンプ
ルな形態要素の的確な扱い、微妙な
色彩の変化を丁寧に捉えようとする
姿勢に好感が持てます。背景の赤も
主題を引き立てる役割を果たしてい
ます。ただし、紙袋の質感や背景につ
いては絵の具の重ね方に工夫が欲し
く、質感描写の弱さが画面全体の印
象をやや平坦にしてしまっています。
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問題

一般選抜入学試験［後期］

与えられたモチーフを入れて、「循環」をテーマに、
油彩（アクリル絵の具の使用も可）にて自画像を描き
なさい。
モチーフ  ： カラーリボン２色（黄・青）

参考解答

評価コメント
独特の色彩感覚と完成度の高い描写
で見る側を絵画の中へ導く魅力的な
作品です。虚ろな視線の先には何が
あるのか？画面の隅々まで神経の行
き届いた構成がますますぞくっとする
世界観を表現しています。問題文に
ある「循環」というテーマをもう少し深
掘りするとさらに印象深い作品になる
でしょう。

評価コメント
真摯に自身と向き合い、時間いっぱい
まで画面と対峙した強い意志が伝わ
ります。絵の具の伸びやかさ、筆跡の
柔らかさ、細部のこだわりなど丁寧に
表現されています。モチーフのリボン
の扱いにもう一工夫あるともっと力強
く存在感のある作品になるでしょう。
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英語 /国語 /数学

教科科目

出題範囲 新教育課程 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、
論理・表現Ⅰ（筆記試験のみ）（リスニング及びスピーキングテストは実施しない）

旧教育課程 コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、
英語表現Ⅰ（筆記試験のみ）（リスニング及びスピーキングテストは実施しない）

評価のポイント 英語の基本的理解力及び読解力

※記述式問題も出題します。
問題→ P.68～ P.76　問題解答→ P.100

英語 試験時間 60分

出題範囲 新教育課程 現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く）

旧教育課程 国語総合（古文・漢文を除く）

評価のポイント 日本語の読解力及び日本語による表現力

※記述式問題も出題します。
問題→ P.77～ P.94　問題解答→ P.101

国語 試験時間 60分

出題範囲 新教育課程 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学 A、数学 B、数学 C。
空欄補充式（80点）と記述式（20点）による。数学 Aについては「場合の数と確率」、「図形の
性質」から1題を選択して解答する。数学 Bの「数列」、数学 Cの「ベクトル」から1題を選択
して解答する。

旧教育課程 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学 A、数学 B。
空欄補充式（80点）と記述式（20点）による。数学 Aについては「場合の数と確率」、「図形の
性質」から1題を選択して解答する。数学 Bについては「数列」、「ベクトル」から1題を選択
して解答する。

評価のポイント 数学の基礎についての理解力

※基礎についての理解力に加えて、「思考力・判断力・表現力」を評価するために、過程を含めて記載を求める記述式問題を出題します。
問題→ P96～ P.99　問題解答→ P.102～ P.104

数学 試験時間 60分

2025年度出題概要 ※2026年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2026年度 学生募集要項」をご確認ください。
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 w
er

e 
gr

ea
t. 

 
次
の

、
の
各
文
を
会
話
が
成
立
す
る
よ
う
に
並
べ
替
え
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（例
）

1 
- 

3 
- 

2 
- 

4
 (1

) 1 
H

av
e 

yo
u 

ha
d 

br
ea

kf
as

t y
et

? 
2 

Th
en

, y
ou

 m
us

t b
e 

hu
ng

ry
. 

3 
I a

m
! 

4 
N

o,
 I 

ov
er

sl
ep

t. 
 (2

) 1 
I j

us
t w

an
te

d 
to

 b
uy

 a
 b

oo
k 

to
 re

ad
. 

2 
Ac

tu
al

ly,
 I’

m
 st

ill
 lo

ok
in

g.
 

3 
W

ha
t m

ad
e 

yo
u 

de
ci

de
 to

 co
m

e 
he

re
? 

4 
D

id
 y

ou
 fi

nd
 a

 g
oo

d 
on

e?
 

   

1
2

問 題問 題

英
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

『
英

語
』

試
験

問
題

4 (1
2)

 J
oh

n 
w

as
 p

ro
m

ot
ed

 ( 
  

) c
hi

ef
 m

an
ag

er
. 

1
to

 
2

of
 

3
on

 
4

in
 

 (1
3)

 I 
( 

  
) i

n 
Ja

pa
n 

fo
r t

en
 y

ea
rs

 n
ex

t A
pr

il.
 

1
liv

e 
2

liv
ed

 
3

ha
ve

 li
ve

d 
4

w
ill

 h
av

e 
liv

ed
 

  (1
4)

 T
he

ir
 d

og
 w

ag
ge

d 
( 

  
) t

ai
l. 

1
th

em
 

2
it 

3
its

 
4

th
ei

r 
 (1

5)
 H

ow
 ( 

  
) d

id
 N

an
cy

 g
ra

du
at

e 
fr

om
 sc

ho
ol

? 
1

es
pe

ci
al

ly
 

2
m

an
y 

3
m

uc
h 

4
re

ce
nt

ly
 

  (1
6)

 S
ci

en
tis

ts
 ( 

  
) t

he
 e

xt
in

ct
io

n 
of

 so
m

e 
sp

ec
ie

s i
n 

a 
fe

w
 y

ea
rs

. 
1

pr
ed

ic
t 

2
th

in
k 

3
re

ck
on

 
4

re
ga

in
 

 D
下
線
部
の
発
音
が
他
の
３
つ
と
異
な
る
も
の
を

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 (1
) 

1
gl

im
ps

e 
2

til
t 

3
qu

ite
 

4
w

hi
m

 

 (2
) 

1
au

nt
 

2
ap

pl
au

se
 

3
sa

uc
e 

4
au

to
m

at
ic

 

  第
２
問

次
の
Ａ
～
Ｂ
の

各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（

配
点

）

Ａ
次
の
会
話
文
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
GG

aamm
iinn

gg  
CCoo

mm
ppuu

ttee
rr  

 Ju
n:

 
O

h,
 n

o!
 M

y 
co

m
pu

te
r 

ju
st

 c
ra

sh
ed

. I
 th

in
k 

I j
us

t l
os

t t
he

 la
st

 b
it 

of
 th

e 
pr

oj
ec

t d
at

a 
I 

w
as

 in
pu

tt
in

g.
 

K
at

ie
: 

W
ha

t h
ap

pe
ne

d?
 (

①
) y

ou
 sa

ve
 it

? 
Ju

n:
 

Ye
s,

 I 
sa

ve
d 

m
os

t o
f i

t. 
Bu

t t
he

 la
st

 p
ar

ag
ra

ph
 I 

w
ro

te
 ju

st
 d

is
ap

pe
ar

ed
. T

he
 le

tt
er

 “z
” 

ju
st

 k
ep

t g
oi

ng
 a

cr
os

s 
th

e 
sc

re
en

 a
nd

 th
e 

lin
es

 b
ef

or
e 

di
sa

pp
ea

re
d.

 T
he

n 
it 

cr
as

he
d.

 
Ri

ko
: 

Th
at

 s
ou

nd
s 

lik
e 

yo
ur

 m
ot

he
rb

oa
rd

 i
s 

w
ea

ri
ng

 o
ut

. I
t 

m
ig

ht
 b

e 
tim

e 
to

 g
et

 a
 n

ew
 

co
m

pu
te

r. 
Yo

u 
sh

ou
ld

 a
sk

 a
 co

m
pu

te
r t

ec
hn

ic
ia

n 
to

 ta
ke

 a
 lo

ok
 (

A
) i

t. 

『
英

語
』

試
験

問
題 5

Ju
n:

 
Ye

ah
, i

t 
is

 p
re

tt
y 

ol
d.

 I
 p

ro
ba

bl
y 

ne
ed

 a
 n

ew
 o

ne
. I

’v
e 

be
en

 u
si

ng
 t

hi
s 

si
nc

e 
I 

st
ar

te
d 

w
or

ki
ng

 h
er

e.
 

Ri
ko

:  
(
②

)
So

 la
st

 y
ea

r I
 b

ui
lt 

m
ys

el
f a

 n
ew

 co
m

pu
te

r. 
K

at
ie

:  
I d

id
n’

t k
no

w
 y

ou
 w

er
e 

go
od

 w
ith

 co
m

pu
te

rs
. 

Ri
ko

: 
I 

di
dn

’t.
 B

ut
 I

’ve
 a

lw
ay

s 
be

en
 in

to
 g

am
in

g.
 L

as
t 

ye
ar

 I
 n

ee
de

d 
to

 g
et

 a
 m

or
e 

po
w

er
fu

l 
co

m
pu

te
r 

as
 m

y 
ga

m
e 

w
as

 la
gg

in
g.

 B
ut

 g
am

in
g 

co
m

pu
te

rs
 a

re
 r

ea
lly

 e
xp

en
si

ve
. S

o,
 I

 
de

ci
de

d 
to

 b
ui

ld
 m

y 
ow

n.
 

Ju
n:

 
W

ow
! T

ha
t’s

 im
pr

es
si

ve
! W

as
 it

 d
iff

ic
ul

t?
 

Ri
ko

: 
At

 fi
rs

t i
t w

as
. I

 w
at

ch
ed

 a
 lo

t o
f t

ut
or

ia
ls

 o
n 

Yo
uT

ub
e.

 T
he

n 
I r

ea
lly

 g
ot

 in
to

 th
e 

id
ea

. 
Lo

ok
, h

er
e 

is
 a

 p
ho

to
. I

 d
ec

id
ed

 to
 h

av
e 

a 
gl

as
s 

pa
ne

l a
nd

 u
se

 L
ED

 co
m

po
ne

nt
s. 

K
at

ie
: 

 It
’s 

am
az

in
g!

 
Ju

n:
 

W
as

 it
 ch

ea
pe

r t
ha

n 
bu

yi
ng

 o
ne

? 
Ri

ko
: 

W
el

l, 
ye

s 
an

d 
no

. I
 s

pe
nt

 m
or

e 
th

an
 I 

w
ou

ld
 h

av
e 

on
 a

 b
as

ic
 g

am
in

g 
co

m
pu

te
r. 

Bu
t t

hi
s 

on
e 

ha
s 

a 
re

al
ly

 g
oo

d 
gr

ap
hi

cs
 c

ar
d 

an
d 

lo
ok

s 
re

al
ly

 c
oo

l i
n 

m
y 

ro
om

. B
ut

 it
 w

as
 s

til
l 

ch
ea

pe
r t

ha
n 

bu
yi

ng
 o

ne
 (

B
) t

he
 sa

m
e 

sp
ec

s. 
Pl

us
, t

hi
s 

w
ay

 it
 is

 o
ne

 (
C

) a
 k

in
d.

 
K

at
ie

: 
H

ey
, g

uy
s!

 W
e h

ad
 b

et
te

r g
et

 b
ac

k 
to

 w
or

k.
 A

nd
 y

ou
 sh

ou
ld

 co
nt

ac
t a

 co
m

pu
te

r t
ec

hn
ic

ia
n 

an
d 

ge
t y

ou
r c

om
pu

te
r s

or
te

d 
(
③

) y
ou

 lo
se

 a
ny

 m
or

e 
w

or
k.

 
  

文
中
の

①
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

  
1 

 
Ar

e 
  

2 
 

W
ill

 
  

3 
 

D
o 

  
4 

 
D

id
 

 
文
中
の

②
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 1
  

M
in

e 
di

d 
do

in
g 

lik
e,

 to
o.

 
2 

 
I t

hi
nk

 y
ou

 n
ee

d 
a 

ne
w

 o
ne

, t
oo

. 
3 

 
Ca

n 
yo

u 
he

lp
 m

e 
w

ith
 it

? 
4 

 
I h

op
e 

it 
w

ill
 b

e 
fin

e.
 

 
文
中
の

③
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

  
1 

 
be

ca
us

e 
  

2 
 

af
te

r 
  

3 
 

be
fo

re
 

  
4 

 
th

er
ef

or
e 

 

3
4
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『
英

語
』

試
験

問
題 7

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
MM

iinn
ii--FF

oorr
eess

tt  
 

“G
oo

d 
th

in
gs

 co
m

e i
n 

sm
al

l p
ac

ka
ge

s”
 is

 a
n 

id
io

m
 th

at
 te

lls
 u

s t
ha

t “
bi

g”
 is

 n
ot

 a
lw

ay
s b

et
te

r, 
an

d 
th

at
 th

e s
iz

e o
f s

om
et

hi
ng

 d
oe

sn
’t 

de
te

rm
in

e i
ts

 v
al

ue
. J

ap
an

es
e h

av
e a

lw
ay

s k
no

w
n 

th
is

. F
or

 
m

an
y 

pe
op

le
 J

ap
an

 is
 sy

no
ny

m
ou

s 
w

ith
 sm

al
l. 

Th
e 

co
un

tr
y 

its
el

f i
s 

re
la

tiv
el

y 
sm

al
l, 

(
①

) f
ro

m
 

th
e 

pe
rs

pe
ct

iv
e 

of
 A

m
er

ic
an

s 
w

ho
 o

fte
n 

co
m

pa
re

 it
s 

si
ze

 b
y 

sa
yi

ng
 it

 is
 s

m
al

le
r t

ha
n 

th
e 

st
at

e 
of

 
Ca

lif
or

ni
a.

 L
iv

in
g 

qu
ar

te
rs

, c
ar

s, 
po

rt
io

n 
si

ze
s,

 e
ve

n 
pe

op
le

 a
re

 g
en

er
al

ly
 s

m
al

le
r 

th
an

 t
he

ir
 

W
es

te
rn

 c
ou

nt
er

pa
rt

s.
 J

ap
an

es
e 

ap
pr

ec
ia

te
 s

m
al

l t
hi

ng
s,

 a
nd

 h
av

e 
ha

d 
a 

lo
ng

 fa
sc

in
at

io
n 

w
ith

 
m

in
ia

tu
re

s. 
O

ne
 o

f t
he

 o
ld

es
t a

nd
 m

os
t f

am
ou

s 
sm

al
l t

hi
ng

s 
in

 J
ap

an
 is

 th
e 

bo
ns

ai
 tr

ee
. T

he
se

 
m

in
ia

tu
re

 t
re

es
 w

er
e 

in
tr

od
uc

ed
 t

o 
Ja

pa
n 

fr
om

 C
hi

na
 a

ro
un

d 
tw

el
ve

 h
un

dr
ed

 y
ea

rs
 a

go
. T

he
y 

ca
pt

iv
at

ed
 th

e h
ea

rt
s o

f J
ap

an
es

e p
eo

pl
e a

nd
 cu

lti
va

tio
n 

of
 b

on
sa

i t
re

es
 ra

pi
dl

y 
be

ca
m

e a
 p

op
ul

ar
 

pa
st

im
e 

fo
r e

ve
ry

on
e 

fr
om

 th
e 

m
ili

ta
ry

 e
lit

e 
to

 o
rd

in
ar

y 
pe

op
le

. 
An

ot
he

r c
or

ne
rs

to
ne

 o
f J

ap
an

es
e 

m
in

ia
tu

re
 c

ul
tu

re
 o

ri
gi

na
te

d 
40

0 
ye

ar
s 

ag
o,

 w
he

n 
th

e 
Ed

o 
go

ve
rn

m
en

t w
an

te
d 

pe
op

le
 to

 le
ad

 a
 m

od
es

t, 
*f

ru
ga

l l
ife

 a
nd

 so
 b

an
ne

d 
la

rg
e t

oy
s a

nd
 d

ol
ls

 sa
yi

ng
 

th
at

 t
he

y 
w

er
e 

lu
xu

ry
 it

em
s 

an
d 

un
ne

ce
ss

ar
y. 

So
, p

eo
pl

e 
st

ar
te

d 
m

ak
in

g 
m

am
e-

om
oc

ha
 –

 t
in

y 
to

ys
. T

he
se

 to
ys

 w
er

e 
*i

nt
ri

ca
te

ly
 a

nd
 b

ea
ut

ifu
lly

 m
ad

e 
by

 cr
af

ts
m

en
. T

he
 tr

ad
iti

on
 o

f m
in

ia
tu

re
 

ha
s c

on
tin

ue
d 

to
 ev

ol
ve

 to
 th

is
 d

ay
. C

on
te

m
po

ra
ry

 a
rt

is
ts

 cr
ea

te
 a

cc
ur

at
e a

nd
 re

al
is

tic
 m

in
ia

tu
re

s 
of

 d
ai

ly
 li

fe
 in

 J
ap

an
, f

ro
m

 s
tr

ee
t s

ce
ne

s 
to

 a
pa

rt
m

en
t 

in
te

ri
or

s, 
an

d 
ev

en
 t

in
y 

ki
tc

he
ns

 w
he

re
 

re
al

 m
in

ia
tu

re
 f

oo
d 

is
 c

oo
ke

d.
 T

he
se

 a
re

 v
er

y 
po

pu
la

r 
on

 Y
ou

Tu
be

 a
nd

 h
av

e 
a 

la
rg

e 
gl

ob
al

 
fo

llo
w

in
g.

 
H

ow
ev

er
, (

②
). 

In
 t

he
 1

97
0’s

 a
 J

ap
an

es
e 

bo
ta

ni
st

, D
r. 

Ak
ir

a 
M

iy
aw

ak
i, 

pi
on

ee
re

d 
th

e 
co

nc
ep

t o
f m

in
i-f

or
es

ts
. T

he
 id

ea
 ca

m
e 

to
 h

im
 w

hi
le

 o
bs

er
vi

ng
 th

e 
be

au
tif

ul
 n

at
ur

e 
th

at
 ty

pi
ca

lly
 

su
rr

ou
nd

ed
 J

ap
an

es
e 

Sh
in

to
 s

hr
in

es
. T

he
 M

iy
aw

ak
i m

et
ho

d 
in

vo
lv

es
 e

nr
ic

hi
ng

 t
he

 s
oi

l, 
us

in
g 

pl
an

ts
 n

at
iv

e t
o t

he
 a

re
a,

 a
nd

 p
la

nt
in

g 
th

em
 v

er
y 

cl
os

e t
og

et
he

r s
o t

he
y 

m
us

t c
om

pe
te

 fo
r s

un
lig

ht
 

an
d 

gr
ow

 q
ui

ck
ly.

 M
in

i-f
or

es
ts

 c
an

 b
e 

gr
ow

n 
in

 a
 s

pa
ce

 a
s 

sm
al

l a
s 

a 
ba

sk
et

ba
ll 

co
ur

t a
nd

 c
an

 
re

ac
h 

m
at

ur
at

io
n 

in
 3

0 
ye

ar
s, 

(
③

) a
 n

at
ur

al
ly

 g
ro

w
n 

fo
re

st
 ca

n 
ta

ke
 1

00
 y

ea
rs

. 
In

 fa
ct

, t
he

se
 m

in
i-f

or
es

ts
 u

si
ng

 th
e M

iy
aw

ak
i m

et
ho

d 
ha

ve
 b

ee
n 

sp
re

ad
in

g 
ar

ou
nd

 th
e w

or
ld

. 
W

ith
 th

e 
w

or
ld

 w
ar

m
in

g 
up

 r
ap

id
ly

, m
in

i-f
or

es
ts

 c
ou

ld
 h

el
p 

lo
w

er
 te

m
pe

ra
tu

re
s 

in
 c

iti
es

. T
he

y 
ab

so
rb

 ca
rb

on
 d

io
xi

de
 a

nd
 cl

ea
n 

th
e 

ai
r w

hi
le

 p
ro

vi
di

ng
 h

ab
ita

ts
 fo

r w
ild

lif
e 

an
d 

a 
m

uc
h-

ne
ed

ed
 

ch
an

ce
 fo

r h
um

an
s t

o r
ec

on
ne

ct
 w

ith
 n

at
ur

e.
 In

 In
di

a,
 a

 co
un

tr
y 

st
ru

gg
lin

g 
w

ith
 in

te
ns

e 
he

at
 a

nd
 

ai
r 

po
llu

tio
n,

 m
or

e 
th

an
 1

00
 M

iy
aw

ak
i 

m
in

i-f
or

es
ts

 h
av

e 
be

en
 m

ad
e.

 T
he

 p
ri

m
e 

m
in

is
te

r 
is

 
ac

tiv
el

y 
en

co
ur

ag
in

g 
pe

op
le

 t
o 

im
pl

em
en

t 
m

in
i-f

or
es

ts
. 

O
ne

 e
ng

in
ee

r, 
Sh

ub
he

nd
u 

Sh
ar

m
a,

 
be

ca
m

e 
in

sp
ir

ed
 w

he
n 

he
lp

in
g 

D
r. 

M
iy

aw
ak

i p
la

nt
 a

 m
in

i-f
or

es
t f

or
 a

 T
oy

ot
a 

fa
ct

or
y 

si
te

 in
 In

di
a.

 
H

e 
w

en
t o

n 
to

 g
ro

w
 o

ne
 in

 h
is

 b
ac

k 
ga

rd
en

. H
e 

w
an

te
d 

to
 h

el
p 

pe
op

le
 g

ro
w

 fo
re

st
s.

 S
o,

 h
e 

th
en

 
de

vi
se

d 
a 

sy
st

em
, a

nd
 sh

ar
ed

 it
 on

 a
 T

ED
 T

al
k 

w
hi

ch
 g

ot
 m

ill
io

ns
 of

 v
ie

w
s a

nd
 b

eg
an

 a
 m

ov
em

en
t. 

④
M

in
i-f

or
es

ts
 a

re
 a

 sm
al

l s
ee

d 
of

 h
op

e 
th

at
 ca

n 
ha

ve
 a

 la
rg

e 
an

d 
po

si
tiv

e 
im

pa
ct

 o
n 

ou
r p

la
ne

t. 

『
英

語
』

試
験

問
題

6 

文
中
の

～
に
適
切
な
語
を
入
れ
る
と
き
の
正
し
い
組
み
合
わ
せ
を
、
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、

番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
（

A
）

 
 

（
B

）
 

 
（

C
）

 
1 

w
ith

 
- 

at
 

- 
of

 
2 

w
ith

 
- 

of
 

- 
at

 
3 

at
 

- 
w

ith
 

- 
of

 
4 

at
 

- 
of

 
- 

w
ith

 
5 

of
 

- 
at

 
- 

w
ith

 
6 

of
 

- 
w

ith
 

- 
at

 
 

次
の

～
の
質
問
に
対
す
る
答
え
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

[1
] W

hi
ch

 o
f t

he
 fo

llo
w

in
g 

st
at

em
en

ts
 is

 tr
ue

? 
1 

Ju
n 

bu
ilt

 h
is

 o
w

n 
co

m
pu

te
r. 

2 
K

at
ie

 is
 v

er
y 

go
od

 a
t u

si
ng

 a
 co

m
pu

te
r. 

3 
It

 is
 e

xp
en

si
ve

 to
 a

sk
 fo

r h
el

p 
fr

om
 a

 co
m

pu
te

r t
ec

hn
ic

ia
n.

 
4 

Ri
ko

 le
ar

ne
d 

ho
w

 to
 b

ui
ld

 a
 co

m
pu

te
r h

er
se

lf.
 

 
[2

] W
hi

ch
 o

f t
he

 fo
llo

w
in

g 
st

at
em

en
ts

 is
 F

AL
SE

? 
1 

Ju
n 

w
as

 a
bl

e 
to

 sa
ve

 m
os

t o
f h

is
 d

at
a 

on
 h

is
 co

m
pu

te
r. 

2 
K

at
ie

 su
gg

es
te

d 
Ri

ko
 b

ui
ld

 a
 co

m
pu

te
r o

n 
he

r o
w

n.
 

3 
Ju

n’
s 

co
m

pu
te

r d
id

 n
ot

 w
or

k 
pr

op
er

ly.
 

4 
Ri

ko
 sa

id
 it

 w
as

 le
ss

 e
xp

en
si

ve
 to

 b
ui

ld
 h

er
 o

w
n 

co
m

pu
te

r t
ha

n 
to

 b
uy

 a
 n

ew
 o

ne
. 

 
次
の

～
の
英
文
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

～
の
語
を
並
べ
替
え
て
空
欄
を
補
い
完
成
さ
せ
る
と
き
、

に
入
る
語
は
ど
れ
か
。
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

[1
] I

 w
ill

 h
av

e 
a 

  
  

  
  

( 
  

 
 )

  
  

  
  

co
m

pu
te

r. 
1

 f
ix

 
2

 m
y 

3
 t

ec
hn

ic
ia

n 

 
[2

] I
t c

ou
ld

  
  

  
  

  
( 

  
 

 )
  

  
  

  
th

e 
ol

d 
m

ot
he

rb
oa

rd
. 

1
 t

o 
2

 b
e 

3
 d

ue
 

  
 

5
6
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8 注
*f

ru
ga

l 
質
素
な

*i
nt

ri
ca

te
ly

 複
雑
に

 

 

 文
中
の

①
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

1 
ho

pe
fu

lly
 

2 
qu

ic
kl

y 
3 

re
lu

ct
an

tly
 

4 
es

pe
ci

al
ly

 
 

 文
中
の

②
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
文
を
、
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

1 
m

os
t p

eo
pl

e 
te

nd
 to

 d
is

lik
e 

th
is

 id
ea

 
2 

m
ak

in
g 

m
in

ia
tu

re
s 

is
 n

ot
 ju

st
 fu

n 
an

d 
ga

m
es

 
3 

yo
u 

w
ill

 b
e 

su
rp

ri
se

d 
to

 se
e 

ho
w

 ta
ll 

th
ey

 a
ct

ua
lly

 a
re

 
4 

it 
is

 v
er

y 
ha

rd
 to

 fi
nd

 su
ch

 th
in

gs
 n

ow
ad

ay
s 

 
 文
中
の

③
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

1 
be

tw
ee

n 
2 

am
on

g 
3 

w
he

re
as

 
4 

be
ca

us
e 

 
 次
の

～
の
定
義
が
示
す
単
語
を

～
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

[a
] 

 to
 ca

lc
ul

at
e 

so
m

et
hi

ng
 e

xa
ct

ly
 

[b
] 

 th
e 

pl
ac

e 
w

he
re

 a
 p

ar
tic

ul
ar

 ty
pe

 o
f a

ni
m

al
 o

r p
la

nt
 is

 fo
un

d 
[c

] 
 t

o 
ta

ke
 a

ct
io

n 
or

 m
ak

e 
ch

an
ge

 th
at

 y
ou

 h
av

e 
of

fic
ia

lly
 d

ec
id

ed
 sh

ou
ld

 h
ap

pe
n 

[d
] 

 so
m

et
hi

ng
 th

at
 y

ou
 d

o 
be

ca
us

e 
yo

u 
th

in
k 

it 
is

 e
nj

oy
ab

le
 

 
選
択
肢

1 
 m

at
ur

at
io

n 
  

 2
  

pa
st

im
e 

  
 

 
3 

 
m

ili
ta

ry
  

  
4 

 
m

et
ho

d 
  

  
 

5 
 

de
te

rm
in

e 
6 

 h
ab

ita
t 

7 
 m

ov
em

en
t 

  
 8

  
po

llu
tio

n 
  

 9
  

im
pl

em
en

t 
  

 1
0 

 m
od

es
t 

 
 次
の

の
質
問
に
対
す
る
答
え
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

～
の
う
ち
か
ら

つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。

 [
1]

  
W

hi
ch

 o
f t

he
 fo

llo
w

in
g 

st
at

em
en

ts
 is

 tr
ue

? 
1 

O
nl

y 
th

e 
el

ite
 in

 th
e 

ar
m

y 
w

er
e 

al
lo

w
ed

 to
 p

os
se

ss
 b

on
sa

i t
re

es
. 

2 
M

iy
aw

ak
i’s

 m
in

i-f
or

es
ts

 ta
ke

 o
nl

y 
a 

de
ca

de
 to

 b
ec

om
e 

fu
ll-

gr
ow

n.
 

3 
Fo

re
st

s h
el

p 
th

e 
w

or
ld

 w
ar

m
 u

p 
qu

ic
kl

y. 
4 

Pe
op

le
 w

er
e 

pr
oh

ib
ite

d 
fr

om
 e

nj
oy

in
g 

ex
tr

av
ag

an
t t

oy
s 

in
 th

e 
Ed

o e
ra

. 

『
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 [2
] 

 
W

hi
ch

 o
f t

he
 fo

llo
w

in
g 

st
at

em
en

ts
 is

 F
AL

SE
? 

1 
M

iy
aw

ak
i w

en
t t

o 
In

di
a 

an
d 

pl
an

te
d 

10
0 

tr
ee

s 
th

er
e.

 
2 

In
 J

ap
an

, p
eo

pl
e 

va
lu

e 
th

in
gs

 th
at

 a
re

 sm
al

l. 
3 

Bo
ns

ai
 w

as
 b

ro
ug

ht
 to

 J
ap

an
 o

ve
r o

ne
 th

ou
sa

nd
 y

ea
rs

 a
go

. 
4 

M
iy

aw
ak

i k
ne

w
 tr

ee
s 

gr
ew

 to
w

ar
d 

th
e 

su
n.

 
 

 次
の

～
の
英
文
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

～
の
語
を
並
べ
替
え
て
空
欄
を
補
い
完
成
さ
せ
る
と
き
、

に
入
る
語
は
ど
れ
か
。
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

   
[1

] M
iy

aw
ak

i 
  

  
  

  
 (

  
  

 )
  

  
  

  
  

br
ig

ht
 id

ea
. 

  
  

1 
 u

po
n 

  
 

2 
 

a 
  

 
 

 
3 

 
hi

t 
   

[2
] P

eo
pl

e 
w

er
e 

  
  

  
  

 (
  

  
 )

  
  

  
  

 a
 fr

ug
al

 li
fe

. 
1 

 
liv

e 
  

  
 

2 
  

to
  

  
 

 
3 

 
m

ad
e 

   
[3

] S
om

e 
fa

ct
or

ie
s 

  
  

  
  

 (
  

  
 )

  
  

  
  

 d
io

xi
n.

 
  

  
1 

 
w

ith
  

  
 

2 
 

po
llu

te
d 

 
3 

 
ci

tie
s 

 
 次
に
示
し
た
下
線
部
④
の
英
文
を
和
訳
し
な
さ
い
。

④
M

in
i-f

or
es

ts
 a

re
 a

 sm
al

l s
ee

d 
of

 h
op

e t
ha

t c
an

 h
av

e a
 la

rg
e a

nd
 p

os
iti

ve
 im

pa
ct

 on
 ou

r p
la

ne
t. 

 
 次
の
問
い
に
対
し
て
英
語
で
答
え
な
さ
い
。

  
 W

ha
t e

nv
ir

on
m

en
ta

lly
-fr

ie
nd

ly
 th

in
gs

 d
o 

yo
u 

do
? 

 I
f y

ou
 d

on
’t,

 w
hy

 n
ot

? 
 

7
8
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試
験
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10
 

国 語

 

問 題 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

日 本 の 都 市 計 画 は 、 こ と ご と く 失 敗 し て き た 。 わ た し の 率 直 な 思 い で あ る 。

い や そ ん な こ と は な い 、 と 反 論 す る 人 は も ち ろ ん た く さ ん い る だ ろ う 。 高 速 道 路 や 地 下 鉄 の 建 設 な ど 交

通 網 の 整 備 、 物 流 の 合 理 化 、 上 下 水 道 の 整 備 、 公 園 の 増 設 、 情 報 産 業 な ど 都 市 型 新 産 業 の 開 発 等 々 、 と に

か く イ ン フ ラ 整 備 や ビ ジ ネ ス 開 発 に よ っ て 、 都 市 は 新 し い 時 代 に 向 け た 開 発 ・ 計 画 を 次 々 に こ な し て き た 。

そ し て 都 市 生 活 に お け る 利 便 性 と 合 理 化 は 大 幅 に 進 ん だ 。 な の に 都 市 計 画 が 失 敗 し て き た 、 な ど と 暴 言

を 吐 く と は な に ご と か 。 そ う お 叱 り を 受 け る か も し れ な い 。 そ れ は も っ と も で あ る 。 だ が 、 に も か か わ ら ず 、

私 は 先 に 述 べ た 言 葉 を ① テ ッ カ イ す る 気 に な れ な い 。 や は り 都 市 計 画 は こ と ご と く 失 敗 し て き た と 言 う

以 外 に な い 。 そ の 理 由 は 、 い く つ も あ る 。

ま ず 都 市 計 画 の 発 想 は 、 人 が 都 市 に 求 め る も の を あ ま り に 単 純 化 し す ぎ て は い な い か 、 と 思 う の で あ る 。

人 が 都 市 に 求 め る の は 、 残 念 な が ら 利 便 性 や 合 理 性 だ け で は な い 。 そ ん な こ と は 誰 も が わ か っ て い る は ず

な の に 、 相 変 わ ら ず そ う し た 姿 勢 を 改 め る こ と が で き な い の が 都 市 計 画 で あ る 。 従 来 の 計 画 思 考 の 中 か ら

出 て く る 都 市 の 理 想 像 は ず い ぶ ん 単 純 で 、 人 は 利 便 性 を 追 求 し 、 合 理 性 を あ り が た が る と の 認 識 か ら 、 ほ

と ん ど 一 歩 も 進 ん で は い な い 。 道 を 造 る 、 舗 装 す る 、 ガ ス 管 を 地 中 に 、 電 線 ・ 電 話 線 を 空 中 に 張 り 巡 ら せ る 、

水 辺 に 柵 を 設 け る 、 水 路 に ふ た を す る―― こ れ ら は す べ て 人 が 都 市 に 求 め る も の を 単 純 化 し て い る と こ ろ

か ら 出 て く る 発 想 で あ る 。 道 は 近 道 の 方 が 良 い 、 早 く 進 め る 道 が も っ と 良 い 。 ガ ス ・ 電 気 は 皆 が 必 要 と す る 。

だ か ら 、 で き る だ け 安 価 ・ 公 平 に 供 給 す る た め に 、 土 中 を 何 度 も 掘 り 返 し 、 空 中 を 電 線 が 走 っ て 見 苦 し く

て も 仕 方 が な い 。 水 は 必 要 だ が 、 水 面 が 開 口 し て い る と 人 が 落 ち る か も し れ な い の で 危 な い 、 だ か ら 柵 を

設 け 、 ふ た を す る 。 人 々 が 求 め て い る か ら そ う す る 。 み ん な 人 の た め で あ る 。

だ が 、 人 は 遠 回 り だ が ゆ っ た り 歩 け る 道 も 求 め る し 、 ガ ス ・ 電 気 が な く て も 山 や 空 が 見 渡 せ る 景 観 を 望

み 、 落 ち る こ と が あ っ て も 水 の せ せ ら ぎ に 耳 を 傾 け た い 気 持 ち も 持 っ て い る 。 現 状 を 見 る か ぎ り 、 （ Ａ ） 人 の

思 い を 単 純 化 し て 理 解 し て い る の が 都 市 計 画 で あ る と 思 わ ざ る を 得 な い で は な い か 。

こ れ ま で の 都 市 計 画 の 問 題 点 は 、 上 か ら の 押 し つ け に あ っ た と い う 反 省 点 が 語 ら れ る 。 ま た 、 一 方 的 に

計 画 を 立 て る と 住 民 か ら 批 判 が 出 る 。 こ れ は 問 題 だ 。 だ か ら 人 々 に 意 見 を 言 わ せ る 場 を 設 け よ う で は な

い か 、 と い う わ け で 「 都 市 計 画 協 議 会 」 や 「 町 づ く り 協 議 会 」 が 設 け ら れ 、 さ ら に 直 接 的 な 都 市 計 画 に お け

る 「 住 民 参 加 」 や 「 ラ ウ ン ド テ ー ブ ル （ 注 １ ） 」 と 称 す る 話 し 合 い の 場 が 推 奨 さ れ る 。 し か し 住 民 が 「 参 加 」 す れ

ば 町 の 理 想 像 が 描 け る よ う に な る だ ろ う か 、 ラ ウ ン ド テ ー ブ ル に 「 着 席 」 す れ ば 夢 が 生 ま れ る だ ろ う か 。

「 参 加 」 も 「 着 席 」 も 単 な る 条 件 に す ぎ な い 。

1
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そ れ だ け で 理 想 の 都 市 像 が 、 夢 の 都 市 計 画 が 生 ま れ る わ け で は な い 。 住 民 参 加 の 道 を 開 く 前 に 、 ラ ウ ン

ド テ ー ブ ル を 準 備 す る 前 に 、 各 人 が 都 市 に 対 し て 燃 え る よ う な 理 想 を 持 っ て い な け れ ば 、 そ し て あ こ が れ

の 夢 を 抱 い て い な け れ ば 、 集 ま っ て ど ん な 理 想 の 都 市 像 が 話 さ れ る と い う の だ ろ う 。

最 近 の 都 市 計 画 の 論 文 に は 、 住 民 参 加 だ の ラ ウ ン ド テ ー ブ ル の ② ソ ウ セ ツ 手 法 だ の を 論 じ た も の が 次 々

現 れ る 。 そ こ に は も っ と も な こ と が 書 か れ て い る が 、 多 く は 頭 で 論 理 を 組 み 立 て た だ け の も の だ と の 印 象

を 受 け る 。 頭 の 中 で 手 続 き や 手 法 が い く ら 緻 密 に 検 討 さ れ て も 、 そ の 頭 の 中 に 目 標 に な る 理 想 や 夢 が な け

れ ば 、 ③ リ ン カ ク を も っ た 都 市 計 画 像 は 結 べ る わ け が な い 。 住 民 、 専 門 家 、 事 業 者 、 そ れ ぞ れ が 心 に 思 い 描

く ビ ジ ョ ン を 持 っ て い て 、 初 め て 実 り あ る 議 論 が で き る の で は な い か 。

都 市 の 在 り 方 に は 何 の 意 見 も な い が 、 住 民 参 加 、 ラ ウ ン ド テ ー ブ ル の し つ ら い に は い ろ い ろ 提 案 が 盛 り

込 ま れ た 論 文 を 見 て い る と 、 都 市 計 画 「 専 門 家 」 の 将 来 が 不 安 に な っ て く る 。 い ま や 都 市 計 画 の 「 実 践 」 だ

け で な く 、 専 門 家 の 「 研 究 」 ま で 行 き 詰 ま り の 状 態 だ と 言 わ ざ る を 得 な い 。 こ の よ う な 状 況 下 で 都 市 を 再

生 さ せ る ど ん な 手 立 て が 考 え ら れ る だ ろ う か 。

「 住 民 主 体 の 町 づ く り 」 や 「 合 意 形 成 の 手 法 」 が 主 要 な 関 心 で あ る う ち は 、 「 町 づ く り 協 議 会 」 や 「 委 員 会 」

の 名 称 を 「 ラ ウ ン ド テ ー ブ ル 」 や 「 フ ォ ー ラ ム （ 注 ２ ） 」 に 変 え た と こ ろ で 、 た だ の 集 会 に 変 わ り は な い だ ろ う 。

い ま 都 市 に は 改 善 や 新 た な 計 画 の た め の （ Ｂ ） 「 手 段 」 で は な く 「 目 的 」 が 必 要 な の だ 。 個 々 の 都 市 計 画 手 法

や 都 市 政 策 の 改 善 以 上 に 求 め ら れ て い る の は 、 都 市 へ の 「 理 想 」 や 「 夢 」 で あ る 。 「 夢 」 や 「 理 想 」 は 、 じ っ さ い

夢 想 の 中 か ら 生 ま れ る の で は な く 、 こ れ ま で の 長 い 歴 史 や 都 市 文 化 の 蓄 積 に つ い て の 十 分 な 知 識 と 理 解 を

も と に し て 初 め て 描 き 出 せ る も の だ ろ う 。 そ れ は お そ ら く 、 過 去 の 都 市 像 へ の ノ ス タ ル ジ ッ ク な ④ カ イ キ で

も な く 、 歴 史 的 な も の の 否 定 や 革 新 で も な い 、 都 市 に 対 す る 思 考 の 転 換 か ら 生 ま れ る の で は な い だ ろ う か 。

都 市 に は 自 然 が 必 要 で あ る 。 こ う 言 う と ま ず ほ と ん ど 反 対 の 声 を 上 げ る 人 は い な い 。 人 口 砂 漠 の 都 市 へ

潤 い の あ る 自 然 を 取 り 入 れ る こ と に 、 （ Ⅰ ） ど う し て 反 対 で き よ う か と い う わ け で あ る 。 そ し て 従 来 、 都 市

に と っ て 必 要 な 自 然 と は 「 緑 の 存 在 」 が ⑤ ネ ン ト ウ に 置 か れ て き た し 、 ま た そ の 中 心 は 、 公 園 あ る い は 街 路

樹 な ど 、 植 物 的 な も の の 存 在 で 理 解 さ れ て き た 。 こ う し た 思 考 の 源 流 は 文 明 開 化 の 時 代 に さ か の ぼ る 。

幕 末 開 国 期 か ら 相 次 い で 海 外 に 出 か け た 日 本 の 指 導 層 は 、 西 洋 諸 国 の 都 市 の 緑 に ⑥ キ ョ ウ タ ン し た 。 ロ

ン ド ン の 広 場 や 公 園 、 パ リ の 街 路 樹 や 庭 園 は 高 い 評 価 を 受 け 、 さ ら に は ま だ 都 市 域 が 拡 大 中 で 市 内 各 所 に

建 設 現 場 が 見 ら れ る 混 乱 の ベ ル リ ン で す ら 、 緑 豊 か な 都 市 だ と 見 え た の で あ る 。

一 方 、 幕 末 か ら 文 明 開 化 期 に 来 日 し た 西 洋 人 は 、 皆 等 し く 緑 が 多 い 日 本 の 都 市 に 感 嘆 の 声 を 上 げ た 。

当 時 の 見 聞 記 を ひ も と く と 、 と り わ け 江 戸 ・ 東 京 に は 賞 賛 の 声 が 集 中 し て い る 。 江 戸 ・ 東 京 は 、 （ Ⅱ ） ま る で

緑 の 海 の な か に 町 が モ ザ イ ク の よ う に ち り ば め ら れ て い る か の よ う な 記 述 が 現 れ る 。 日 本 の 都 市 は 自 然 を

最 大 限 取 り 入 れ た 都 市 の あ る べ き 姿 を 体 現 し て い る と み な さ れ た よ う だ 。 
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い っ た い 、 ど ち ら が 真 実 の 観 察 者 な の か 。 西 洋 の 都 市 に 理 想 を 見 た 日 本 人 か 、 日 本 の 都 市 に 理 想 を 見 た

西 洋 人 か 。 実 情 は 、 ロ ン ド ン に 比 べ て 東 京 の 方 が は る か に 豊 か な 「 緑 の 存 在 」 が あ り 、 ロ ン ド ン は む し ろ ス モ

ッ グ に 彩 ら れ て い た 。 ベ ル リ ン で は 二 〇 世 紀 に 入 る と 『 石 化 す る ベ ル リ ン 』 と 題 し た 都 市 環 境 の 悪 化 を 告 発

す る 書 物 が 出 さ れ る ほ ど 、 町 は 多 く の 労 働 者 用 コ ン ク リ ー ト ア パ ー ト 群 で 埋 ま っ て く る 。 そ れ な の に 日 本

人 は ど う し て 身 近 に あ る 緑 豊 か な 日 本 の 都 市 に 理 想 を 見 ず 、 西 洋 の 都 市 、 そ れ も 大 都 市 に 理 想 を 見 た の

だ ろ う か 。

お そ ら く 圧 倒 的 な 近 代 「 文 明 」 の 土 台 の 上 に 西 洋 の 都 市 が 出 来 上 が っ て い る 、 と 見 え た か ら だ ろ う 。 西

洋 の 大 都 市 に は 、 上 ・ 下 水 道 、 舗 装 道 路 な ど の 都 市 基 盤 施 設 の 上 に 、 目 に つ く 派 手 や か な 「 文 明 装 置 」 と し

て 、 壮 麗 な 劇 場 や 美 術 館 ・ 博 物 館 な ど が 配 置 さ れ て い た 。 そ こ に 存 在 す る 公 園 や 街 路 樹 な ど も 自 然 よ り は

「 文 明 の 装 置 」 と し て 、 む し ろ 人 間 の 側 の 創 造 物 と し て 受 け 止 め ら れ た 。 そ れ ら は 日 本 の 都 市 に 普 通 に 存

在 す る あ り ふ れ た 「 自 然 」 で あ る 池 や 川 、 茂 み と は 違 っ て 、 「 文 明 」 の 側 に あ る と 見 え た の で あ る 。

都 市 の 再 生 を 図 る に は 、 当 然 人 が 都 市 を 愛 し 、 そ の 都 市 に 魅 力 が 備 わ っ て い な け れ ば 持 続 は お ぼ つ か な

い 。 そ こ で 、 人 が 愛 せ る 都 市 の 魅 力 と は 何 か と の 問 い が 大 事 に な る 。

た だ パ ッ と 目 を 惹
ひ

か れ る よ う な 一 時 的 な も の で は な く 、 持 続 的 な 都 市 の 魅 力 と い え ば や は り 「 ⒜ 性 」

が 欠 か せ な い 。 ハ コ モ ノ で あ れ 、 そ う で な い 人 間 の つ な が り や 組 織 的 な も の で あ れ 、 つ ま り 装 置 や 制 度 の い

ず れ に お い て も 、 担 う 人 や 背 景 を な す 歴 史 や 物 語 が な け れ ば 、 深 い 関 心 を 引 き だ す こ と は で き な い し 、 し

ば ら く す る と 消 え て い っ て し ま う 。 例 え ば 景 観 に お い て は 、 こ れ ま で 「 美 し さ 」 が 大 事 な 観 点 だ っ た が 、 「 懐

か し さ 」 と い う 観 点 を 入 れ る と 、 そ こ に は 物 語 が 不 可 欠 だ 。 美 し く な い 都 市 に 住 ん で い て も 、 た い へ ん 心 豊

か な 人 が い る 一 方 、 美 し い 都 市 に 住 ん で い て も 心 の す さ ん だ 人 も い る わ け で 、 こ れ は 都 市 景 観 の ⑦ 美 醜 の

責 任 で は な い 。

心 の 豊 か な 状 態 と 心 の す さ ん だ 状 態 の 違 い は 、 「 ア 」 で は な く て 「 物 語 」 の 有 無 に よ る の で は な い だ

ろ う か 。 ⑴ 都 市 の 各 所 に 物 語 が 息 づ い て い る か ど う か は 、 都 市 の 魅 力 と そ の 持 続 に た い へ ん 大 き な

役 割 を 果 た す 。 機 能 的 に 便 利 だ と か 効 率 よ く で き て い る と か い っ た 都 市 の 装 置 に は 一 過 性 の も の が 少 な く

な い が 、 物 語 性 は 魅 力 を 長 期 に わ た っ て 保 障 す る 持 続 的 な も の で あ り 、 そ こ に 「 懐 か し さ 」 の 根 拠 が あ る 。

京 都 の 街 並 み は 必 ず し も 美 し く は な い 。 点 と し て 美 し い 所 は 多 い が 、 面 と し て は そ れ ほ ど 誇 れ る 町 と は

い え な い 。 に も か か わ ら ず 人 は な ぜ 京 都 観 光 に 出 か け る の か 。 歴 史 的 な 建 物 や 伝 統 を 誇 る 行 事 が あ り 、 そ

れ に 惹 か れ て 人 は 京 都 に 足 を 向 け る の だ と い わ れ る と わ か っ た よ う な 気 に な る 。 ⑵ そ の 本 質 は

じ つ は 物 語 性 の 多 様 さ と 深 さ に よ る も の だ ろ う 。

晴
せ い

明
め い

神 社 と い う 小 さ な 神 社 が 京 都 ・ 上 京 区 に あ る 。 平 安 朝 の 陰 陽 師

お ん み ょ う じ

（ 注 ３ ） 、 安 倍

あ べ の

晴
せ い

明
め い

を 祀
ま つ

っ て い る 。 最
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近 で は こ こ に 若 い 女 性 が 押 し か け る 。 十 数 年 前 、 私 は 京 都 の 歴 史 を 研 究 す る 小 さ な 会 の メ ン バ ー と と

も に こ の 神 社 を 初 め て 訪 れ た 。 ⑶ 一 時 間 以 上 も 境 内 で 建 物 を 眺 め 、 由 緒 書 き を よ み と っ た

り し て い た が 、 そ の 間 参 詣 人 は 誰 一 人 訪 れ な か っ た 。 と こ ろ が 近 年 、 霊 力 万 能 の 伝 説 の 人 物 と し て 安 倍 晴

明 が 歴 史 研 究 や 小 説 に 登 場 し 、 さ ら に 怪 奇 趣 味 、 怪 異 ブ ー ム に の っ て マ ン ガ や テ レ ビ ド ラ マ に ま で 登 場 す

る よ う に な っ て 、 全 国 か ら 若 い 女 性 が こ の 神 社 に 殺 到 す る よ う に な っ た 。

修 学 旅 行 で 京 都 に 来 る 中 高 生 も 、 従 来 の 定 番 観 光 ス ポ ッ ト だ っ た 清 水 寺 や 金 閣 ・ 銀 閣 拝 観 よ り は 、 晴 明

神 社 に タ ク シ ー を 走 ら せ る 。 そ こ は 不 安 定 な 現 世 に 心 を 乱 さ れ た 人 々 に と っ て 、 超 現 実 の 歴 史 物 語 に 浸 り 、

つ か の 間 で は あ っ て も 現 実 ⑧ ト ウ ヒ に ほ っ と す る 「 憩 い 」 の 場 で あ る ら し い 。 い ま は 忘 れ ら れ 誰 も ほ と ん ど

訪 れ な い 神 社 や 寺 、 小 さ な 祠
ほ こ ら

や 石 碑 を 抱 く 通 り が 、 時 代 の 要 請 か ら に わ か に 脚 光 を 浴 び る 。 そ ん な 予 備

軍 を 無 数 に 抱 え て い る こ と が 京 都 と い う 町 の 歴 史 的 厚 み と 強 み 、 ⑷ 魅 力 に な っ て い る 。 物 語 が 感

じ ら れ 、 生 活 の 積 み 重 な り が 実 感 で き る 多 様 な 刺 激 に 満 ち た 町 、 す な わ ち 「 （ Ｃ ） 界 隈

か い わ い

」 こ そ 都 市 の 魅 力 を

生 み 出 す も の だ ろ う 。 「 暮 ら し 良 さ 」 に は 利 便 性 や 近 代 的 合 理 性 と は 異 な る 心 地 良 さ も あ る こ と を 忘 れ て

は な ら な い 。

都 市 の 魅 力 を つ く り 出 す 大 事 な 側 面 は 物 語 の 数 で あ り 、 多 様 な も の の 存 在 で あ り 、 雑 多 な も の が 入 り

交 じ っ て い る こ と に あ る 。 た だ 「 整 然 」 と し た 街 並 み や 、 落 ち 着 き の あ る た た ず ま い だ け で は な い 。

江 戸 中 期 の あ る 学 者 は 、 京 都 を 「 都 会 」 と 記 し 、 「 す べ て あ つ ま る 」 と 読 ま せ た 。 た だ 単 に 人 口 が 多 い の は

都 市 で あ る が 、 「 都 （ す べ ） 」 て 「 会 （ あ つ ） 」 ま る の が 都 会 、 す な わ ち 人 も 物 産 も 情 報 も 、 す べ て が 多 様 に 集 ま

り 、 魅 力 と 風 格 を 備 え た 都 市 、 そ れ が 都 会 で あ る と 言 っ た の で あ る 。 必 須 の 条 件 は 「 ⒝ 性 」 で あ り 、

そ の 点 で 当 時 都 会 と 呼 べ る の は 唯 一 の み や こ 、 京 都 だ っ た 。

都 会 は ム ラ と 違 っ て 見 ず 知 ら ず 、 出 身 も 生 業

な り わ い

も 異 な る 人 々 と ⑨ 頻 繁 に 出 会 う 。 そ の せ い で 人 付 き 合 い の

礼 儀 や 作 法 は 複 雑 に な り 、 高 度 な テ ク ニ ッ ク が 求 め ら れ る よ う に な る 。 違 う 考 え 、 異 な る 好 み を も つ 多 様

な 人 々 と ト ラ ブ ル を 避 け 、 共 に 暮 ら す 。 そ れ が 都 会 暮 ら し で あ り 、 都 会 の 文 化 は そ の 中 か ら 生 ま れ る 。

だ が も と も と 京 都 に 京 都 人 は い な か っ た 。 都 に 当 初 か ら 都 会 人 が い た の で は な い 。 み や こ の み や こ た る

由 縁

ゆ え ん

は 、 異 質 な も の を 引 き 寄 せ る ⑩ ジ リ ョ ク で あ り 、 地 方 各 地 か ら 引 き 寄 せ ら れ た 人 々 が 都 の 文 化 を 創

り 出 し た の で あ る 。 け れ ど も 都 会 人 は 自 分 を 殺 し 、 全 体 に す り 寄 っ て ゆ く 集 団 優 先 主 義 で は な く 、 「 イ 」

は ち ゃ ん と 主 張 す る 。 京 都 に 「 い け ず 」 が 生 ま れ た の は こ の た め で あ る 。 一 見 た ん な る 「 い じ わ る 」 に 思 わ れ

る が 、 各 人 が そ う し て こ そ 大 き な 全 面 衝 突 は 避 け ら れ る 。 こ れ が 「 都 会 」 な れ ば こ そ 育 っ た 公 共 性 に ほ か

な ら な い 。
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多 く の 人 た ち の 意 見 を 、 （ Ⅲ ） 唯 々 諾 々 と 取 り 入 れ る こ と を 公 共 心 の 核 心 と 思 い こ ん で し ま っ た 日 本 近

代 の 思 考 は 再 検 討 が 必 要 だ 。 明 治 以 来 想 定 さ れ て き た 「 公 園 」 や 「 公 益 」 な ど の 言 葉 で 表 さ れ る 公 共 性 は 、

お 上 が 全 体 に 成 り 代 わ っ て 一 本 の 道 を あ ら か じ め お 膳 立 て す る 代 行 で あ っ た 印 象 が 強 い 。 代 行 に よ っ て 生

ま れ る 公 共 性 は 、 「 公 園 」 や 「 公 益 」 と い う よ り 、 代 行 者 が 良 し と す る 「 官 園 」 や 「 官 益 」 で あ っ た よ う に 思 う 。

こ れ か ら 求 め ら れ る 「 （ Ｄ ） 新 ・ 公 共 性 」 と い う べ き も の は 、 お 上 が 決 め る 「 旧 ・ 公 共 性 」 す な わ ち 「 ウ 」 で

は な く 、 各 人 が 持 ち 寄 る 要 求 や 主 張 を 調 整 す る こ と で 生 ま れ る 「 エ 」 で あ る 。 誰 も が 勝 手 に 利 用 で き る

「 無 料 」 や 、 い つ で も 気 ま ま に 利 用 で き る 「 随 時 」 が 公 共 性 の 核 心 で は な い 。 真 の 公 共 性 は 、 ル ー ル や 制 限 を

ち ゃ ん と 守 れ る 者 に 与 え ら れ る 「 入 場 資 格 」 と い っ た 色 彩 の も の で あ る は ず だ 。 ま さ に 都 会 の 公 共 性 が 必 要

な の で あ る 。

都 市 は 万 人 の 利 便 性 や 多 数 に と っ て の 合 理 性 を た だ 実 現 す る 装 置 で は な く 、 「 都 会 」 を 目 指 す べ き だ ろ

う 。 多 様 な 「 ヒ ト 、 モ ノ 、 コ ト 」 が 出 合 う 異 文 化 共 存 の 場 で あ り 、 様 々 な 物 語 が 発 掘 さ れ 、 ま た 生 み 出 さ れ

る 「 都 会 」 で あ る 。 そ こ で は 、 他 者 に 合 わ せ る こ と で は な く 、 こ だ わ り や 自 己 主 張 を 持 ち 寄 り 調 整 す る 新 た

な 公 共 性 、 い わ ば 「 整 っ た 公 共 性 」 で は な く 「 雑 多 な 公 共 性 」 が 生 み 出 さ れ る こ と に な る 。

異 質 で 多 様 な も の が 出 合 い 、 歴 史 や 文 化 が 育 ま れ る 生 き 生 き し た 魅 力 に あ ふ れ る 都 市 づ く り こ そ 都 市

再 生 の 目 標 で あ ろ う 。 そ の た め に も 「 （ Ｅ ） 都 市 は 都 会 に な ら な け れ ば 」 。 こ れ が 今 後 の 日 本 の 都 市 に 求 め ら

れ る 指 針 だ と 思 う 。

（ 「 都 市 の 未 来 ２ １ 世 紀 型 都 市 の 条 件 ／ 発 行 ・ 日 本 経 済 新 聞 社 ／ 編 著 者 ・ 都 市 新 基 盤 整 備 研 究 会 、 森 地

茂 、 篠 原 修 ／ ２ ０ ０ ３ 年 」 ２ 章 ３ 節 『 都 市 か ら 都 会 へ （ 白 幡 洋 三 郎 ） 』 に よ る 。 な お 、 本 文 に 一 部 変 更 ・ 省 略

が あ る ）

【 語 注 】

注 １‥ ラ ウ ン ド テ ー ブ ル ― 円 卓 を 囲 ん で 、 立 場 や 役 職 に 関 係 な く 意 見 交 換 を 行 う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

方 法 。

注 ２‥ フ ォ ー ラ ム ― 「 公 開 討 論 （ 会 ） 」 と も 呼 ば れ 、 様 々 な 立 場 の 関 係 者 が 集 ま り 、 あ る テ ー マ に 基 づ き

討 論 や 情 報 共 有 を 目 的 と し て 開 催 さ れ る 会 合 の こ と 。

注 ３‥ 陰 陽 師 ― 天 体 観 測 に 基 づ く 占 い ・ ま じ な い ・ 暦 づ く り な ど を 行 う 人 々 。 古 代 の 陰 陽 師

お ん み ょ う じ

は 、 星 の

動 き か ら 吉 凶 の 日 取 り を 決 め る 官 僚 で あ り 、 律 令 制 に お け る 中 務 省 の 組 織 「 陰 陽 寮 」 に 所 属 す る こ と か

ら 、 陰 陽 師 と 呼 ば れ る よ う に な っ た 。
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題 15問 １ 波 線 部 ① ～ ⑩ の カ ナ を 漢 字 に 改 め 、 漢 字 は 読 み を 答 え よ 。

問 ２ 二 重 傍 線 部 （ Ⅰ ） ～ （ Ⅲ ） に つ い て 次 の 設 問 に 答 え よ 。

① （ Ⅰ ） ・ （ Ⅱ ） で 使 わ れ て い る 修 辞 技 法 の 名 称 を そ れ ぞ れ 漢 字 二 文 字 で 書 け 。

② （ Ⅲ ） の 四 字 熟 語 「 唯 々 諾 々 」 の 読 み を 書 き 、 そ の 意 味 を 次 か ら 選 び 記 号 で 答 え よ 。

ア 積 極 的 に 周 り の 意 見 に 賛 成 し 、 自 ら 進 ん で 同 じ よ う に 物 事 を 行 う さ ま 。

イ 周 囲 の 意 見 に 逆 ら う こ と が で き ず 、 迷 い な が ら も 周 り に 同 調 す る 様 子 。

ウ 人 の 意 見 を 批 判 的 に 受 け 止 め 、 同 じ 行 動 を と る か あ れ こ れ 悩 む さ ま 。

エ 物 事 の よ し あ し に か か わ ら ず 、 他 人 の 言 葉 に 「 は い は い 」 と 従 う こ と 。

オ 「 わ か っ た か ら ま か せ て お け 」 と 周 囲 を 安 心 さ せ る よ う 努 め る こ と 。

問 ３ 傍 線 部 （ Ａ ） 「 人 の 思 い を 単 純 化 し て 理 解 し て い る 」 と は 具 体 的 に は ど う い う こ と か 、 文 中 の 言 葉 を 使 い 、

三 十 字 以 内 で 説 明 せ よ 。

問 ４ 傍 線 部 （ Ｂ ） 「 『 手 段 』 で は な く 『 目 的 』 が 必 要 な の だ 」 と あ る が 、 そ の 「 目 的 」 を 筆 者 は ど の よ う な も の と

考 え て い る か 、 文 中 の 言 葉 を 使 い 七 十 字 以 内 で 説 明 せ よ 。

問 ５ 空 欄 ⒜ ・ ⒝ に 入 る 漢 字 二 文 字 の 熟 語 を 、 文 中 よ り 選 ん で 書 け 。

問 ６ 空 欄 ア ～ エ に 入 る 漢 字 一 文 字 を 次 か ら 選 び 記 号 で 答 え よ 。

①  官 ② 志 ③ 多 ④ 美 ⑤ 公 ⑥ 個

問 ７ 空 欄 ⑴ ～ ⑷ に 入 る 言 葉 の 組 み 合 せ と し て 適 当 な も の を 次 か ら 選 び 記 号 で 答 え よ 。

ア ⑴ だ が ⑵ す な わ ち ⑶ そ し て ⑷ し た が っ て

イ ⑴ す な わ ち ⑵ だ が ⑶ し た が っ て ⑷ そ し て

ウ ⑴ し た が っ て ⑵ そ し て ⑶ す な わ ち ⑷ だ が

エ ⑴ す な わ ち ⑵ だ が ⑶ そ し て ⑷ し た が っ て

オ ⑴ し た が っ て ⑵ だ が ⑶ そ し て ⑷ す な わ ち

問 ８ 筆 者 が 都 市 の 魅 力 を 生 み 出 し て い る と 考 え て い る 傍 線 （ Ｃ ） 「 界 隈 」 の 成 立 条 件 を 文 中 か ら 二 つ 抜 き 出

し 、 解 答 欄 を 完 成 さ せ る 形 で 答 え よ 。

問 ９ 傍 線 部 （ Ｄ ） 「 新 ・ 公 共 性 」 と は ど う い う も の と 筆 者 は 考 え て い る か 、 文 中 の 言 葉 を 使 い 五 十 字 以 内 で 説

明 せ よ 。
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16
 

問 傍 線 部 （ Ｅ ） 「 都 市 は 都 会 に な ら な け れ ば 」 と あ る が 、 「 都 会 」 と は ど う い う 場 所 で あ る と 筆 者 は 考 え て

い る か 、 そ れ が 端 的 に 書 か れ て い る 箇 所 を 文 中 か ら 選 び 、 解 答 欄 の 「 場 所 」 に 続 く よ う に 最 初 と 最 後 の 五 文

字 で 答 え よ 。 な お 記 号 も 字 数 に 含 む も の と す る 。

問 次 に 示 す 文 の 中 か ら 、 筆 者 の 考 え と し て 正 し い も の を 一 つ 選 び 記 号 で 答 え よ 。

ア 日 本 の 都 市 計 画 が 失 敗 し て き た の は 、 利 便 性 や 合 理 性 を 追 求 す る あ ま り 、 自 然 破 壊 や 環 境 の 悪 化

を 軽 視 し て き た か ら に 他 な ら ず 、 都 市 の 再 生 を 図 る に あ た っ て は 欧 米 の 都 市 の よ う に 、 「 整 然 」 と し

た 街 並 み や 、 落 ち 着 い た た た ず ま い を 考 え て い く べ き で あ る 。

イ こ れ ま で の 都 市 計 画 の 問 題 点 は 、 上 か ら の 一 方 的 な 押 し つ け に あ り 、 そ れ を 解 決 す る た め に も 住 民

が 主 体 と な っ た 話 し 合 い を 重 ね て い く こ と が 最 も 重 要 で あ り 、 歴 史 や 文 化 が 育 ま れ る 生 き 生 き と

し た 魅 力 に あ ふ れ る 都 市 づ く り こ そ が 将 来 の 発 展 に は 不 可 欠 で あ ろ う 。

ウ 都 市 の 再 生 を 図 る た め に は 、 一 過 性 で は な く 持 続 的 な 都 市 の 魅 力 を 考 え て い く こ と が 大 切 で あ り 、

そ の 都 市 の も つ 物 語 性 の 多 様 さ や 深 さ を 大 事 に し な が ら 、 都 市 に 集 ま っ て く る 異 質 で 雑 多 な も の

も 排 除 す る こ と な く 共 存 さ せ て い こ う と す る 新 た な 試 み が 必 要 で あ る 。

エ 幕 末 か ら 文 明 開 化 期 に 来 日 し た 西 洋 人 は 、 日 本 の 都 市 の 緑 の 豊 か さ に は 心 動 か さ れ た が 、 西 洋 の

都 市 の 整 備 さ れ た 街 路 樹 や 庭 園 の 美 し さ に 比 べ て 、 あ り ふ れ た 「 自 然 」 そ の ま ま で あ る 日 本 の 池 や

川 の 風 景 を 、 都 市 の あ る べ き 姿 と ま で 考 え た わ け で は な か っ た 。

オ 京 都 の 持 つ 魅 力 は 、 地 方 各 地 か ら 都 に 引 き 寄 せ ら れ た 人 々 が つ く り 出 し た 文 化 の 豊 か さ と 、 長 い

歴 史 に 裏 打 ち さ れ た 多 く の 物 語 性 を 、 そ こ に 暮 ら す 人 々 が 大 切 に し 、 個 々 の 自 己 主 張 を 可 能 な 限

り 排 除 し た 「 公 共 性 」 に よ っ て 生 み 出 さ れ て い る 。
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英語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

英語　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■第1問
A （1）２　（2）４　（3）１　（4）５　（5）３

B （1）１→４→２→３　（2）３→１→４→２

C （1）２　（2）３　（3）１　（4）４　（5）１　（6）２　（7）２　（8）３　（9）２　（10）４

 （11）３　（12）１　（13）４　（14）３　（15）４　（16）１

D （1）３　（2）１

■第2問
A （1）４　（2）１　（3）３　（4）３　（5）［1］４　［2］２　（6）［1］１　［2］３

B （1）４　（2）２　（3）３　（4）［a］５　［b］６　［c］９　［d］２　

 （5）［1］４　［2］１　（6）［1］１　［2］２　［3］３

 （7）（解答例） 小型の森は、私たちの惑星に大きくて前向きな影響を与えることのできる小さな希望の種である。  

 （8） （解答例）I try to buy less plastic. So I take my own bottled drink to school, and reuse bags for

  　　 shopping. I also try to buy things made from natural materials. 

■第1問
A （1）４　（2）５　（3）２　（4）１　（5）３

B （1）２→１→４→３　（2）４→３→２→１

C （1）１　（2）２　（3）３　（4）２　（5）３　（6）４　（7）２　（8）４　（9）１　（10）４　

 （11）２　（12）３　（13）１　（14）４　（15）３　（16）１

D （1）２　（2）３

■第2問
A （1）３　（2）４　（3）３　（4）５　（5）［1］４　［2］４　（6）［1］１　［2］２

B （1）３　（2）４　（3）１　（4）［a］３　［b］９　［c］４　［d］１

 （5）［1］１　［2］４　（6）［1］２　［2］１　［3］１

 （7）（解答例）大切なことは、静かに想いにふけりながら、独りの時間を過ごせるような何かをすることである。  

 （8） （解答例）I could not live without my e-reader. It allows me to carry many books without the weight

 　　　　　 in my bag. I can also buy new books and read them right away. I like the dictionary 

 　　　　 　and note-taking functions. My e-reader makes my life simpler and more enjoyable.
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国語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

国語　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■問1 ①撤回　②創設　③輪郭 　④回帰　⑤念頭　⑥驚嘆　⑦びしゅう　⑧逃避　⑨ひんぱん　⑩磁力

■問2 Ⅰ反語　Ⅱ直喩　Ⅲ読み：いいだくだく　意味：エ　※Ⅱは明喩も可

■問3 人は誰でも利便性を追求し、合理性をありがたがると考えること。

■問4 長い歴史や都市文化の蓄積についての十分な知識と理解をもとに描く都市への「理想」や「夢」であり、都市に対
 する思考の転換から生まれるもの
■問5 ⒜物語　⒝多様 

■問6 ア④　イ⑥　ウ①　エ⑤

■問7 オ

■問8 物語が感じられ
 生活の積み重なりが実感できる多様な刺激に満ちた町
■問9 多様な人、物、情報が集う異文化共存の場で、ルールや制限を守る個人が持ち寄る要求や主張を調整する公共性

■問10 ［最初］多様な「ヒ　［最後］み出される
■問11 ウ

■問1 （ⅰ）　A適　B誇示　C交錯　E砕身　F参画　I享受　J供給
 （ⅱ）　エ
 （ⅲ）　Dオ　Gイ　Hア
 （ⅳ）　受動
 （ⅴ）　ウ
 （ⅵ）　エ
 （ⅶ）　ア　

■問2 オ

■問3 イ

■問4 無数の設計意思と、それを実現するための多くの技術的な試行錯誤によって一つの型式・モデルとして練り上
 げられたもの。

■問5 装置も分散した知性として人間の知的活動の重要な一部を担い、人間と装置群が一体となってシステムは作動す
 るということ。

■問6 イ
■問7 エ

■問8 （ⅰ）ウ　（ⅱ）オ　（ⅲ）ア

国
語（
解
答
）
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数学　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　イ　　　　　　ウ　  　　エ

問2 オ　　　　　カ　　　　　キ　　　　　　　　

問3 ク　　　　　ケ　　　　　コ

問4 サ　　　　シ　　　　ス　　　　セ

■第2問
問 A  ソ　　　　タ　　　　チ　　　　

問 B  ソ　　　　タ　　　　チ

■第3問
問 C  ツ　　　　テ　　　　　　　　ト

問 D  ツ　　　　テ　　　　　　　　ト

■第4問
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

数
学（
解
答
）

…①
…②

として
①より のとき

のとき

②より のとき

のとき

のとき
のとき

より

, の利益の関係式は …③ となる。
式① , ② , ③の傾きの大小関係は

式② 式③ 式①

となるので、式①と式②の交点を直線③が通るとき、　 は最大となる

によって

ゆえに

∴製品 X を2トン、製品 Y を2.5トン生産することで最大の利益は23万円となる。

（4）の関係式
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数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　　　イ　　　ウ　　　　　　エ

問2 オ　　　　　カ　　　　　

問3 キ　　　　　ク　　　　　　　　　　 　 　　　

問4 ケ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　

■第2問
問 A サ　　　　　シ　　　　　ス　　　　　　　　　　　　　

問 B サ　　　　　シ　　　　　ス　　　　　　　　

■第3問
問 C  セ　　　　　　ソ　　　　　タ　　　　　　　　　　　

問 D  セ　　　　　　ソ　　　　　タ　　　　　　

■第4問
（1）

（2）

式①の実数解を　　　　　　　とおき、求める面積を　 とおくと、

数
学（
解
答
）

求める面積を とおく

をとくと なので

2つの曲線の交点の　 座標は

より

…①

①と解と係数の関係から

より
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（3）

数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

数
学（
解
答
）

をとくことにより
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進学相談会
開催場所や日程は大学HPをチェック！
進学相談会では相談コーナーのほか、さまざまな資料の
配布を行います。また、美術系大学のみの相談会場で
は入試参考作品の展示も行います。保護者の方もぜひ
ご来場ください。

オープンキャンパスに参加しよう！
2025年7月26日（土）・27日（日）

合格者である在学生や教員と話ができる「相談コーナー」や、入試の対策講座、
入試参考作品の展示など入試の準備としても、とても役立つイベントです。この機
会をお見逃しなく！

@tuadと友だちになろう！

LINEアプリの友だちタブを開き、画面右上にある友だち
追加ボタン＞［ID検索］をタップして、登録してください。

※実施内容は変更になる
　場合がありますので、
　必ず右のQRコードから
　大学HPをご覧ください。

オープンキャンパスなどのイベント最新情報をはじめ、
高校生・受験生の皆さんに役立つさまざまな情報を
いち早くお届け！

06  2026年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）
08  2025年度入学試験結果データ
17  総合型選抜入学試験［専願体験型］
27  実技

  28 小論文

  38 デッサン

  48 水彩画

  57 油彩画

67  教科科目
  68 英語

  77 国語

  96 数学

100  教科科目解答
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